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　本レポートはミネベアミツミグループとして、ステークホ
ルダーの皆様に当社グループのCSRに対する考え方、取り
組みについてお伝えすることを目的に制作しています。
　2017年度レポートでは、事業活動を行う周辺地域との
コミュニケーション事例を特集記事でご紹介しています。
国内事例はミツミ電機千歳事業所で行った地域の方々に
ご参加いただいてのステークホルダー・ダイアログの様子
を、海外事例は地域に根差したCSRを推進するタイでの活
動と、従業員とともに成長してきたカンボジア工場の取り
組みについて、現在の姿をご紹介しています。
　また、続く「マネジメント報告」「社会性報告」「環境報告」
のページでは、CSR目標に対する取り組みの進捗状況を報
告しています。
　CSRレポートの発行は、読者であるステークホルダーの
皆様とのコミュニケーションの一つであると考え、適切で
分かりやすい報告を心掛けています。当社グループCSR
活動について率直なご意見、ご感想をお聞かせいただけ
れば幸いです。なお、今年から別途統合報告書を刊行して
います。財務およびガバナンスなどについては「ミネベア
ミツミグループ統合報告書2018」をご覧ください。

報告書の対象範囲
ミネベアミツミおよびグループ会社：95社

報告書の対象期間
2018年3月期 （2017年4月1日～2018年3月31日）
ただし、上記期間以前や2018年度の活動も一部含まれています。

発行情報
2018年9月発行 （前回 : 2017年9月発行）（次回 : 2019年9月発行予定）

参考にしたガイドライン
一般財団法人日本規格協会「ISO26000:2010」
GRI「サステナビリティ・レポーティング・スタンダード」
環境省「環境報告ガイドライン（2012年版）」

報告書に関するお問い合わせ
ミネベアミツミ株式会社 人事総務部門 CSR推進室
TEL： 03-6758-6724
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CSRウェブサイト掲載情報　　http://www.minebeamitsumi.com/corp/environment/

事業別売上高（2017年度）

地域別生産高（2017年度）

地域別売上高（2017年度）

社名 ミネベアミツミ株式会社
（MinebeaMitsumi Inc.）

本社所在地 〒389-0293
長野県北佐久郡御代田町
大字御代田4106-73
TEL: 0267-32-2200

東京本部所在地 〒108-8330
東京都港区三田3-9-6
TEL: 03-6758-6711

設立年月日 1951年7月16日

資本金 68,258百万円

代表者 代表取締役 会長兼社長執行役員
貝沼 由久（かいぬま よしひさ）

事業内容 機械加工品事業、電子機器事業など

売上高 連結 ： 879,139百万円

営業利益 連結 ： 79,162百万円

経常利益 連結 ： 78,038百万円

親会社株主に帰属する
当期純利益 連結 ： 59,382百万円

従業員数 連結 ： 78,351名

連結子会社数 90社

機械加工品 20%
（176,391百万円）

シンガポール
2%

カンボジア
2%

その他
12%

日本
4%

タイ
5%

欧州
4%

欧州
9%

北米
5%

その他
2%

中国
29%

タイ
43%

日本
25%

電子機器 51%
（451,460百万円）

ミツミ事業 29%
（250,592百万円）

その他 0%
（695百万円）

ミネベアミツミグループウェブサイトでは、コーポレートガバナ
ンスや冊子に掲載しきれなかったより詳細な情報と最新の活
動報告についても随時公開しています。また、投資家向けの情
報も掲載していますので、併せてご覧いただければ幸いです。

フィリピン
8%

中国
30%

米国
20%

投資家向け情報

CSRレポート2018詳細情報

最新CSR活動情報

コーポレートガバナンス情報

会社概要（2018年3月末時点）
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　2017年度は、米国の貿易政策を発端とした円高が進行

するなど、経済の先行きに対する不透明感が高まり、周辺状

況が厳しさを増した１年でした。しかしその中で、昨年１月に

経営統合したミツミ事業の収益が大きく伸びたこともあり、

全体として増収増益を実現しています。2018年3月期の決

算では、売上高は前年同期に比べ37.6％増の8,791億

3,900万円、営業利益は61.5％増の791億6,200万円、純

利益は44.3％増の593億8,200万円となり、売上高、営業

利益、経常利益、純利益のすべてにおいて過去最高となりま

した。

　こうした結果を生み出せたのは、常に社会ニーズに的確

に対応しながら事業を展開してきたからこそだと考えてい

ます。機械加工品事業は、自動車の省エネや安全性の追求、

電気自動車需要の拡大といったニーズに応えることで堅調

に推移しました。電子機器事業では、液晶用バックライトは

既存技術の改良により堅調で、車載モーターは急速に伸張

しています。また、ミツミ事業の好調については、すべての

製品が好調だったことに加え、グループ全体のシナジーを

生かし、徹底した技術指導を通じて生産性を改善したことが

大きかったと考えています。

　中期目標として掲げた売上高１兆円／営業利益1,000億

円という数字の達成も視野に入ってきました。世界でも類を

見ない「真の総合精密部品メーカー」として、さらに前進して

いきたいと思っています。

　一方、社会的責任という点についても、社是である「五つ

の心得」の精神のもとでの体制構築をグループ全体で推進

しています。CSRマネジメントをより強固なものにするため、

新たに加わったミツミ電機の国内拠点においてもCSR活動

の啓発と現状把握を行う「CSRオフィサー」を設置しました。

　また、ミツミ電機千歳事業所では2018年5月、千歳市長

や地元大学関係者など地域の人たちとの地域ダイアログを

実施しました。地域にとって「より必要な存在」となっていく

ため、さらなるコミュニケーションの深化を目指しています。

2017年度を振り返って

　こうしたさまざまな取り組みをグループ全体に広げ、「五

つの心得」を実践に移していくこと。それが、ミネベアミツミ

グループとしてのCSRのあり方だと考えています。

　今後も社会に求められる会社であり続けるためには、CSR

基本方針にあるように、地球環境および人類の持続可能な

発展に貢献できる製品を開発していくことが不可欠だと認

識しています。そのためには、環境問題をはじめとする社会

課題を的確にとらえ、グループが持つ多角的な強みを融合・

活用していくことが重要です。

　こうした姿勢から生み出された「新製品三羽烏」と社内で

称している製品が現在、成果を生み出しつつあります。

　まず、LED照明器具「SALIOT（サリオ）」。照明方向の上下

左右、調光、配光角度、色温度を手元のスマートフォンやタブ

レットで自由自在に操作できます。環境性能が高いことはも

「相合」で新たな挑戦を

ミネベアミツミ株式会社
代表取締役 会長兼社長執行役員

トップコミットメント
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ちろん、これまで長時間かかる深夜の展示会場などの高所

での照明調整もスマートフォン一つで行えるため、現場の方

たちの働き方改革にもつながります。

　二つ目は、介護市場向けベッドセンサーシステムです。高

精度荷重センサーとシグナルの解析技術の組み合わせに

よって生まれたもので、ベッドの脚の下に取り付けたセン

サーによって利用者がベッドのどのあたりで寝ているのか、

参考体重、体動などを利用者に触れず、高精度にモニタリン

グ。高齢者施設での見守りサービスをはじめ、医療・介護の

幅広い分野での支援に活用できます。

　そして三つ目がスマートシティソリューションです。数年前

より、カンボジアで無線ネットワークを活用した高効率LED

街路灯の導入事業を展開してきました。従来のナトリウム灯

に比べ温室効果ガスの排出量を約80％削減し、カンボジア

環境大臣賞も受賞しています。さらに、道路灯のネットワーク

に各種センサーを接続した実証実験を進めています。道路

灯を、都市生活の利便性・安全性向上などにつながるシステ

ムとして進化させるべく、さらなるチャレンジを継続中です。

　もちろん、事業の中核として位置付けている「７本槍製品

（ベアリング、モーター、センサー、コネクタ／スイッチ、電

源、無線／通信／ソフトウェア、アナログ半導体）」について

も、引き続き経営資源をしっかりと投下し、社会にさらなる価

値を提供していきたいと考えます。

照明器具 SALIOT
▶ 国内外美術館、博物館、ホテル、百貨店などで豊富な実績
▶ タイ・カンボジア、欧米、中国などワールドワイドで拡販に取り組む
▶ 追尾モデルなど製品ラインナップを拡充

センサー ベッドセンサーシステム
▶ 2018年7月、リコー様と協業し、介護施設向けに発売
▶ 海外での拡販も視野
▶ 将来は、在宅ケアへの展開も見込む

センサー／照明器具 スマートシティソリューション
▶ カンボジアで課金ビジネスを開始
▶ 2018年秋より外部販売開始
▶ グローバル拡販活動の強化

　ミネベアミツミグループは創業以来、社会の要請に対し

「より良き品を、より早く、より安く、より多く、そして賢く」提

供していく「真摯なものづくり」を積み重ねてきました。この

姿勢は、今後も変わらずグループ全体で徹底していきます。

　さらに、コーポレートスローガン「Passion to Create 

Value through Difference」のもと、ニッチな分野で高い

技術と実績を持つ当社グループの強みを生かしつつ、常識

を超えた「違い」で新しい価値を創造していきます。また、持

続的成長を支える取り組みとして、環境・社会・ガバナンスに

配慮した「ESG」経営を重視しながら進めてまいります。具体

的には、エネルギー消費の低減などに資する各種製品を社

会に送り出すことにより、環境負荷の低減と環境保全活動を

推進し、世界的に解決が求められる持続可能な開発目標

（SDGs）のような社会課題にも貢献できる、社会にとって「な

くてはならない会社」になっていきたいと思います。

　本レポートでは、当社グループが現在取り組んでいる事

業活動、そしてCSR活動について、多彩な角度からご紹介し

ています。皆様からのご意見とご要望を今後の企業活動に

積極的に生かしていきたいと思っておりますので、どうぞ忌

憚のないご意見をお寄せください。

「真摯なものづくり」への思いの共有を

新製品三羽烏
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社会の中のミネベアミツミ製品
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FACTORY

EXHIBITION

24h

わたしたちが製造するボールベアリングやモーター、電子機器は、さまざまな最終製品に組み込まれ、
人々の生活を支え、豊かな社会の実現に貢献しています。
このページでは、普段は目にすることの少ないわたしたちの製品が、社会の中でどのように役立ってい
るかを紹介します。
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す。この心得のもと、地域社会との
関係性を深めるべく、さまざまな地
域貢献活動にも取り組んできまし
た。今日は、ご参加いただきました皆
様からのご意見・ご要望を今後の活
動へ生かすために、連携や協力をレ
ベルアップしていきたいと考えてお
ります。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

松田　本日はお忙しい中をありがとうございます。2017年
1月、ミネベア株式会社は、ミツミ電機株式会社と株式交換
を通じて、同社を完全子会社化し、経営統合をしました。こ
れに伴い「ミネベアミツミ株式会社」が誕生しました。現在、
世界17カ国に64の製造拠点があり、その一つがここ千歳
事業所です。
　ミネベアミツミの社是である「五つの心得」の一つに「地
域社会に歓迎されなければならない」というものがありま

はじめに

地域と考えるミネベアミツミグループのCSR
～ミツミ電機 千歳事業所～

特集1

2018年5月、ミツミ電機の千歳事業所（北海道千歳市）にて、地域の方々にご参加いただいての
ステークホルダー・ダイアログを開催しました。
今後の連携や協力についてさまざまな意見や提案が出され、活発な議論となりました。

千歳市の皆様
市長 山口 幸太郎 氏
副市長 横田 隆一 氏
産業振興部長 島倉 弘行 氏
産業振興部産業支援室長 品田 雅俊 氏
産業振興部産業支援室企業振興課長 澤田 篤 氏
産業振興部産業支援室科学技術振興課長 林 博樹 氏
産業振興部産業支援室企業振興課企業振興係長 塚田 啓介 氏
産業振興部産業支援室企業振興課企業誘致係長 井戸川 邦彦 氏
企画部秘書課長 堀田 裕 氏

千歳科学技術大学の皆様
学長 川瀬 正明 氏
専務理事 渡邊 信幸 氏

ミネベアミツミ、ミツミ電機
常務執行役員 人事総務本部長 松田 達夫
半導体事業部 事業推進部長 久米 卓史
半導体事業部 ウエファ製造部長 坂井 司
半導体事業部 事業推進部 次長 橋本 稔
半導体事業部 事業推進部総務課長 平井 睦雄
CSR推進室 室長 石河 正樹
CSR推進室 主任補 越後 麗湖

進行役
株式会社クレアン コンサルタント 冨田 洋史 氏

ダイアログ参加者一覧

ミネベアミツミ 松田

※ 参加者の役職は開催時のもの（2018年5月22日）
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久米　千歳事業所は、1983年にこ
の地で操業を開始。以来35年間、半
導体の製造を行っているものづくり
の拠点です。従業員は現在500名弱
ですが、特に前期、今期と非常に忙し
い状況が続いており、人手不足が大
きな課題になっています。

橋本　地域とのかかわりでは、操業開始当時から「交通安
全」に力を入れて取り組んでいます。従業員が街頭に立って
交通指導を行うほか、啓発活動として、交通安全協会が募
集する交通安全年間スローガンに、毎年応募しています。事
業所内で選定した作品を千歳の交通安全協会に提出する
のですが、ほぼ毎回何らかの賞を受賞して、市内各地に掲
示いただいています。

　環境関係では事業所内で回収し
たペットボトルのキャップやリングプ
ルの社会福祉協議会への寄付、事業
所周辺での清掃活動・フラワーポッ
トの設置などを長年続けてきまし
た。また、献血活動にも20年以上に
わたり協力しており、2017年には日
本赤十字社から「金色有功章」をい
ただきました。

山口氏　経営統合されましても引
き続き千歳市との連携を深めてくだ
さっていることに感謝申し上げま
す。日本を代表する企業の皆様が千
歳で製造・営業活動をし、持てる技術
や情報を世界に発信していただい
ていることが、千歳市の価値を高め
ることにもつながっていると感じて
います。

千歳事業所と地域のつながり

山口氏　さて、千歳市が今、力を入れて取り組んでいるのが
「働き方改革」です。いわゆる公務員倫理にのっとった改革だ
けではなく、働く人のライフスタイルに合わせた職場改革と
いう観点が必要ではないかと考え、試行錯誤しているところ
です。職場改革は働き方改革、働き方改革は生き方改革だ
という思いで市内にイクボス※を増やすため、企業などへの
普及を進め、仕事と家庭生活が調和し、心豊かに子育てなど
ができるまちの実現を目指して取り組んでいます。

横田氏　その一環として、2017年1
月、市長以下幹部職員・管理職を対
象とした「イクボス研修」を実施し、
出席者全員で「イクボス宣言」を行い
ました。まずは職員の意識を変える
ことから始めようと、セミナー開催な
どの活動を始めています。
　千歳事業所ではワークライフバランスに関する取り組み
をどのように進めておられますか。

橋本　千歳事業所では、有給休暇の取得を推進していま
す。現状では平均して一人年間15日程度取得しています
が、人による偏りがあっては意味がありません。そこで全員
が年間10日以上取得するという目標を立てました。また、
残業時間についても、年間の目標時間を設定し、その時間
以下にとどめようという取り組みをしています。
　また、千歳事業所は女性従業員が少ないので取得され
ることがなかった育児休業についても、昨年初めての取得
者が出ました。さらに今年は、男性従業員が取得予定です。
少しずつではありますが、意識が根付いていると感じてい
ます。

横田氏　時代の要請でもありますし、できるだけ取り組み
を進めていただきたいと考えます。それが千歳市の「住み
やすい、働きやすいまち」というイメージにもつながってい
くとうれしいです。

地域をあげた働き方改革

※ 職場で共に働く部下・スタッフのワークライフバランスを考え、キャリアと人生を応
援しながら、組織の業績も結果を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことがで
きる上司（経営者・管理職）のこと。

2018年9月6日に発生した北海道地方の地震で被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

ミツミ電機 橋本

千歳市 副市長 横田氏

ミツミ電機 久米

千歳市 市長 山口氏
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島倉氏　このような場ですので、ぜ
ひご協力をお願いしたいのが災害
時の対応についてです。千歳市で
は、樽前山の噴火や地震、風雪害な
どを想定した「千歳市地域防災計画」
を策定し、毎年、さまざまな関係機関
にご協力いただきながら総合防災
訓練を実施しております。
　さらに現在、50の企業や商店、団体と、災害時の協力協
定を締結しています。ミネベアミツミ様とは協力協定を結
んでおりませんが、災害時の地域住民への物資の提供など
でご協力をお願いしたいと思っています。

橋本　わたしたちの事業所も、地震や異常気象、火災、感染
症といった非常事態発生時に、従業員を守り、事業を継続す
るためにどう行動すべきかをまとめたBCP（事業継続計画）
マニュアルを策定しています。災害時には事業所内に災害
対策本部を設置することになっています。その災害対策本
部人員30名の約3日間の活動用、また帰宅困難になった従
業員60名、社員寮の寮生100名への支給用に食料や水の
備蓄をしています。数量的には多少多めに備えております
ので、いざというときには工業団地全体で活用いただくこと
は可能と思っております。

島倉氏　企業や事業所によってさまざまな特性があると思
いますので、それを生かした部分での連携・協力を進めてい
ければと思います。

横田氏　以前から参加いただいている「千歳工業クラブ」と
千歳市は一昨年、連携協定を結ばせていただきました。各
社の所有する物資や資源を包括的に活用させていただくと
いう内容もその中に含まれていますので、ぜひご協力をお
願いしたいと思います。

災害時の協力体制構築を

川瀬氏　千歳科学技術大学は、1期
生が卒業した2002年ころからミネ
ベア様にも就職などでお世話に
なっており、今回の経営統合には非
常にご縁を感じています。本学は
2019年から市の大学法人として公
立化が決定しています。貴社ともさ
らに充実した形で連携していけるの
ではないかと思っております。

山口氏　まさに産官学の連携で、いろいろな付加価値が生
まれてくるのではないかと期待しています。千歳市としても
できる限り協力させていただきますので、ぜひ貴社からも
ご提案やご要望をお願いします。

川瀬氏　例えば今、文部科学省が進める「ナノテクノロジー
プラットフォーム」は、全国25カ所の拠点に、高度な分析機
器などを設置し、企業に使ってもらうという取り組みです。
わたしたちの大学もこの拠点の一つとなっており、市内の
企業さんにも利用いただいておりま
す。貴社にもぜひ利用いただきたい
と思います。

坂井　実際に、担当者レベルではお
願いしたいという話が進んでいます
ので、ぜひこれからよろしくお願いい
たします。

川瀬氏　また、これまで本学の卒業生十数名が貴社に就職
させていただいているのですが、ここ5年ほどは実績があり
ません。これを機に、採用面でも関係を再構築させていた
だければと思います。インターンシップや情報交換会など
の取り組みも進めておりますので、それをきっかけにしてい
ただければ幸いです。

産学連携で新たな価値を生み出す

地域人材に活躍いただく

千歳市 産業振興部長
島倉氏

千歳科学技術大学 学長
川瀬氏

ミツミ電機 坂井

地域と考えるミネベアミツミグループのCSR～ミツミ電機 千歳事業所～特集1
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松田　2018年4月入社ではグループ全体で新卒を120名
採用、そのほかに前期は中途で150名を採用しました。事
業の変化のスピードが速くなっている中、それに対応でき
る即戦力が必要だということで中途採用の割合が高くなっ
ているのですが、一方で、新卒の採用も増やして戦力として
育てていきたいという考えもあります。千歳事業所でも人
手不足が顕著ですし、2019年4月入社の新卒も190名とい
う大量採用を予定しております。ぜひよろしくお願いいたし
ます。インターンシップも、できるだけ前向きに受け入れた
いと思っております。

渡邊氏　新卒で入社された方が戦
力とみなされるまでにはどのくらい
の期間が必要でしょうか。

松田　部署にもよりますが、営業で
も技術でも、やはり5年は続けてもら
いたい。ある程度長い目で見る必要
があると感じています。

渡邊氏　なるほど。わたしどもの調査では、相当数の卒業
生が3年以内に離職しているという結果が出ているのです
が、実情はどうなのでしょうか。また離職を減らすために何
か対策は講じておられますか。

松田　離職率は非常に低くて3.4%です。やはり、若い層か
らシニア世代まで、働きやすい職場だということではないか
と自負しています。

久米　特に、千歳事業所はグループの中でも離職率は低い
ほうです。

坂井　ある従業員が「どうもこの業務は不向きだ」というと
きには、別の部署に移ることができることも、離職率が低い
理由の一つだと思います。

松田　そうですね。自分から手を挙げて「他の部署に異動し
たい」と言える仕組みがあります。せっかくミネベアミツミ
で働くのであれば、やりたいことに取り組んでモチベーショ
ンを上げてもらったほうがいいと思うのです。

石河　市が掲げるテーマの一つに「人と地球にやさしい環
境のまち」とあることを千歳市のパンフレットで拝見しまし
た。具体的にはどんな取り組みをされているのでしょうか。

島倉氏　2012年に市長の名前で環境宣言を行い、基本理念
と行動指針を定めました。それに基づき、市独自の環境マネジ
メントシステム「エコアクション」を構築して、省エネルギーや
環境負荷の低減に努めています。また、この取り組みを事業所
に広げるため、千歳版環境マネジメントシステム認定制度

「ECOちとせ」も創設。認定事業所も60社を超え、市全体で取
り組みを進めているところです。

石河　今後、ぜひ連携ができればと
思います。

坂井　環境に関連して一点お願い
です。半導体事業は、クリーンルーム
を常に冷房で冷やす必要がありま
す。千歳市は気温が低いため非常に有利ですが、それでも
かなり大量の電力が必要になります。北海道は他の地域と
比較して電気料金が高く、その意味ではデメリットになって
しまいます。北海道電力様とも交渉は続けているのですが、
同業他社など電力を必要とする企業がもっと増えれば状況
も変わってくるのではないかと思いますので、できれば市の
ほうからも企業誘致を進めていただきたい。それによって千
歳市、北海道のさらなる活性化にもつながると思います。

松田　本日は貴重なお時間を割いていただき、たくさんの
ご意見をありがとうございました。千歳市から見て、地元に
このミネベアミツミがあることを誇りに思っていただける会
社を目指したいと思っております。そのためにもこれを機
に、継続的なコミュニケーションを充実させ、いろいろとご
指導・ご提案いただければと思っております。お互いに理解
しあえる存在としてつながっていければと思っております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

環境のまち・千歳の実現に向けて

おわりに

ミネベアミツミ 石河

千歳科学技術大学 
専務理事 渡邊氏
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世代を超えて、地域に根差す
～タイでの事業活動に見るCSR～

特集2

　ミネベアミツミグループのタイでの事業は、1980年、首
都バンコク北部のアユタヤ県への会社設立を機に始まりま
した。以来、約40年かけて6つの工場に拡大。2017年のミ
ツミ電機との経営統合に伴ってバンコク南東部のチョンブリ
工場が加わり、現在は7つの工場を展開しています。タイの
7工場を合わせた生産高はグループ全体の約40%を占めて
おり、当社グループ最大の生産拠点となっています。
　従業員は全体で約3万5千名おり、外資系企業としてはタ
イで最大規模の雇用主です。工場近くの地域ではたくさん
の方が当社で働いており、親子二代で働く人も多数いま

最大生産拠点として、タイ社会への責任 す。また、世界各国への製品輸出額は年間約3,500億円に
のぼり、タイの経済発展にも大きく寄与しています。地域社
会における当社の存在感と認知度はともに高く、現地を統
括する今仲総支配人は「これだけの規模になると、必然的に
地域との関係が重要になってきます。従業員と地域社会の
両方の期待にしっかりと応えていくことが大切です」と話し
ます。

　タイにおいても、ミネベアミツミグループの社是「五つの
心得」がCSRの基本です。マネジメントは、CSR委員会が

グループ社是「五つの心得」でCSRを実践

● ロッブリ工場
● アユタヤ工場
● ロジャナ工場
● バンパイン工場
● ナワナコン工場

バンワ工場 ●

● チョンブリ工場

バンコク ■

THAILAND

常務執行役員
東南アジア総支配人

今仲 政幸

▶ 従業員が誇りを持てる会社でなければならない
▶ お客様の信頼を得なければならない
▶ 株主の皆様のご期待に応えなければならない
▶ 地域社会に歓迎されなければならない
▶ 国際社会の発展に貢献しなければならない

五つの心得

ミネベアミツミグループ最大の生産拠点であるタイ。
進出してから約40年の歴史の中で進めてきた現地のCSRをご紹介します。
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ISO26000を参考にして実施しています。特徴的なのは、
各工場が地域の皆様と直接対話し、各地域の課題に即した
テーマを設定してプロジェクトを進めていることです。プロ
ジェクトの結果は必ず次の計画に反映させています。こうし
た一連の取り組みが評価され、タイ工業省からCSR-DIW※

賞を9年連続で受けました。
　地域社会へ果たすべき責任として、環境活動にも注力し
ています。タイ国内の工場は、設立時から省エネ工場を目
指しています。一部の工場では排水をすべて集め、法令以
上の厳しいレベルまで浄化して敷地内で利用する「工場排
水ゼロシステム」を採用しています。これは、事業継続性の
上からも非常に重要な取り組みです。また、敷地内の食堂か
ら出る食品廃棄物を堆肥化するとともに、そこから発生す
るバイオガスを調理に利用してLPガスの使用を減らすな
ど、積極的に環境負荷の低減に取り組んでいます。
　さらに現在、特に力を入れているのが、CSRの情報発信
です。活動を取りまとめる今仲総支配人は「CSR活動につい
ては役員会議、幹部会議での重要報告事項としタイのウェ
ブサイトにもタイ語と英語にて活動の詳細を掲載してロー
カル幹部職員のみならず全従業員への浸透を図っていま
す」と説明します。さらには、従業員向けのコミュニケーショ
ンツールとして、CSRに関する小冊子を制作し、月に1回全
従業員に配布することで社内浸透にも力を入れています。

　タイでは「五つの心得」の中の「従業員が誇りを持てる会
社」を目指しています。人材育成プログラムの充実には特に
力を入れています。具体的には、新入社員向けのオリエン

※�CSR-DIW：Corporate Social Responsibility, Department of Industrial Works

従業員が誇りを持てる会社に

テーション研修から、業務研修、階層別研修、繰り返しの教育
研修といった形で、体系的な研修機会を提供しています。ま
た、すべての従業員が業務の目標を持ち、それに基づき業
績評価するシステムを確立しています。
　従業員が安心して働けるように、公平性や人権の尊重、ダ
イバーシティ推進、労働安全衛生も進めています。人権に関
して方針を策定するだけでなく、違反の防止や罰則のため
の手続きも整えています。また、タイ労働省の基準である
TLS 8001-2010を採用して第三者からの認証を受けてい
ます。ダイバーシティに関しても、ジェンダーや宗教による
差別を禁止するだけでなく、食事や施設などで宗教上の配
慮を行うなど、多様な価値観を尊重しています。
　タイ独自の活動として、「Happy Workplaceプログラ
ム」を行っています。従業員の心身の幸福度向上に寄与す
るこの取り組みは、リーマンショック後の心の停滞感を軽減
し、働きがいを感じてもらうために開始しました。ハート、リ
ラックス、ファミリーなどの8テーマに、多くの従業員が参加
し、主体的に活動しています。
　アクソーン人事マネージャーは「タイは現地メンバーが
中心で運営を行っているため、タイの従業員が成長し、満足
できる環境をつくることが重要です」と活動の理由を説明し
ます。その一方で、タイでも高齢化が進んでいることに伴
い、若年層の人材確保が課題となっています。

　地域の皆様から求められる活動を進めています。2017年
度は各工場が定めるテーマのほかに、インフラ整備や教育支
援など幅広いテーマで80のプロジェクトを行い、ステークホ
ルダーの皆様との良好な関係づくりにつなげています。

地域社会に歓迎されるための活動

バイオガス貯蔵タンク工場排水ゼロシステムのための設備CSR-DIW賞表彰の様子
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世代を超えて、地域に根差す～タイでの事業活動に見るCSR～特集2

　ロッブリ県では、2016年から寺院の仏堂の建設を始めま
した。建設に際しては、2年間かけて従業員に寄付を呼びか
けました。仏像の制作や、仏堂周辺での植樹活動にも従業
員が協力しています。仏堂は地域住民に心の安穏をもたら
す場所として、2018年中にオープンする予定です。ロジャ
ナ工場責任者のウィラは「このプロジェクトを通じて、従業
員のチームワークが良くなったと感じます。また、近隣との
関係性が良くなり、すべてのステークホルダーにとって良い
取り組みとなりました」と振り返ります。
　また、ホアイ・ヤン・ヌン貯水池の水門修理、灌漑施設の補
修、稚魚の放流、植樹に協力しました。水門は約20年放置さ
れており、近隣では、水不足に陥っていました。近隣の村長・
ロアップ氏は「ミネベアミツミが修理してくれ、水の管理がで
きるようになり、水を農業にも酪農にも効果的に使えるよう

になりました」とした上で、「以前は村人が何人か勤めている
会社くらいにしか知られていませんでしたが、今回の活動に
よってミネベアミツミのことが地域に理解されたと思いま
す」と話します。
　一方、地域の子どもたちの育成につながるさまざまな支
援も行っています。例えば、アユタヤ県プラ・インタラチャ町
では、2016年から保育施設に対して、制服やシーツ・枕カ
バーの寄付、コンピューター教育への支援を行っています。
町長スーチョーチャ氏は「コンピューターの知識に触れるこ
とは子どもたちにとって重要で、可能性を与えてくれるもの
です。これからも一緒に地域の発展に協力していただきた
い」と期待を寄せています。さらに、工場ごとに毎年、支援す
る教育施設を決め、その学校の要望にそった活動を行って
います。

　工場周辺の交通施設を整備しています。地域の方や
従業員がバス停を快適に使えるように屋根やベンチを
整備しました。また、2018年には車の交通量も多く、車
道の横断が危険なショッピングセンターへの通路とし
て、歩道橋の設置に寄付しました。

　タムレイタイ・プロドサッド小学校において、2017年
から野菜の水耕栽培ができる設備を提供し、水耕栽培
の研修を始めました。研修により、３種類の野菜を水耕
栽培で育て、それらを調理して付加価値を高めて販売で
きるまでになりました。

CASE 1 CASE 2

「従業員への配慮に加え、地域へ支援をしてくれるミ
ネベアミツミで働けて誇りに思います。」

「バス停は公共交通を利用する方を助け、コミュニ
ティに利便性をもたらします。」

 CSR委員会メンバー
 Pinphaka  Nadej
 Teerapath Puangkaew

「健康ブームのおかげで水耕栽培のニーズが高まっ
ていますので、学ぶ機会の少ない水耕栽培での育て
方を支援してもらい、非常に感謝しています。」

 先生 
 Ms. Kanchana Duang-arthit

地域の交通整備 水耕栽培教育支援
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　タイに進出してから約40年。ミネベアミツミでは「よりよ
き品を、より早く、より安く、より多く、そして賢く」という「真
摯なものづくり」をコンセプトに事業活動を行ってきました。
こうした活動を継続していくためにも従業員と地域社会か

これからも地域に根付いて真摯なものづくりを

　ワット・バンヒー小学校で、ごみの分別の環境教育を
継続して支援しています。生ごみ、再生可能廃棄物など
の識別方法を伝えるとともに、分別用容器を学校内・地
域に寄付しました。今後、リサイクル可能なごみを集め
て収益化して学校や地域に役立てていく予定です。

　バンクムタエ小学校で、交通安全にかかわる支援を
行っています。学校敷地内に車やバイクが通る道がある
ため、交通標識やフェンスを寄付し、子どもたちの安全
を守っています。また、遊具の補修や塗装を行うなど、さ
まざまな支援を行っています。

CASE 3 CASE 4

「活動のおかげで学校だけでなく、地域も非常に
きれいになりました。良い町になり、うれしく思い
ます。」

� 先生 
� Mr. Uthai Malijai

「ミネベアミツミからの支援は非常に役立っていま
す。安全設備を入れていただいたことでコミュニティ
の意識も変わってきています。」

� 先生 
� Ms. Kansuya Boonkerd

建立中の仏堂と近隣住民の皆様 植樹の様子 保育施設へのシーツ・枕カバーの贈呈

子どもたちへの環境教育 学校の設備支援

らの支持が必要になります。今仲総支配人は「当社のタイオ
ペレーションは地域の皆様とともに発展してきました。これ
からも環境と従業員に配慮し、地域からの期待に応えていく
ことが、マネジメントの使命だと思います。また、地域の皆様
とのコミュニケーションをもっと深め、わたしたちの取り組
みをもっと知ってもらいたいです」と抱負を述べます。

14MinebeaMitsumi Group CSR Report 2018

ト
ッ
プ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

H
O
T   

T
O
P
I
C
S

社
会
の
中
の

ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
製
品

特 

集 

１

特 

集 

２

特 

集 

３

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
報
告

社
会
性
報
告

環
境
報
告



「従業員が誇りを持てる会社」を目指した
カンボジア工場の挑戦特集3

　カンボジア工場がプノンペン経済特区に設立されて7年。
約5千名の従業員数と10万㎡の床面積を誇る大規模拠点と
なった同工場には、これまでの組立工程だけでなく部品の
機械加工工程が移管されるなど、ミネベアミツミの主力工
場の一つとしての新たな役割が求められています。
　カンボジア工場での生産を支えるのは、現地で採用した
従業員です。「従業員とともに成長する」という基本姿勢のも
と、人材教育に一貫して注力。操業開始当初には読み書きが
できない従業員も少なくありませんでしたが、始業前に国
語の勉強会を開催し、参加を呼びかけ続けた結果、識字率は
100%を達成しました。さらに近年では、より付加価値の高
いものづくりに対応できるよう、現地の大学や専門学校で電
子工学・機械工学を学んだ学生も多く採用。専門技術につい
ても、地元の職業訓練学校との連携により勉強の機会を提
供しています。
　また、現地の従業員の誰にでも管理職に登用されるチャ
ンスがあることが大きな特長です。誰もが最終的にはマ
ネージャー職まで目指せる開かれた昇格制度により、ライン
リーダー、シニアラインリーダーとして活躍する従業員も増
えました。これは、「カンボジア人は現場作業者で、外国人が
その管理者」という一般的な風潮とは一線を画したもので
す。従業員の間には「自分たちの工場を自分たちで良くして
いく」という意識が年々高まっています。こうした背景から、
生産性は着実に向上してきました。

「従業員が誇りを持てる会社」を目指した

CAMBODIA

プノンペン経済特区
●

Minebea (Cambodia) Co., Ltd.
Manufacturing Micro Actuator 
Labor Control

Hakley Am

VOICE

　わたしは2011年からカンボジア工場で働いています。入社
後3カ月間のタイ研修の後、カンボジアに戻りマイクロアクチュ

エータ課で製造に携わりました。タイで学んだことをカンボジ
ア工場の従業員に伝えられるように勉強を続けてきました。こ
うした努力や、業務の経験が評価されて、オペレーターからス
タッフへの昇格試験のチャンスをもらいました。今ではスタッフ
として勤務しており、「優れた従業員」の表彰をいただきました。
　カンボジア工場では多くの従業員がやりがいをもって働い
ています。わたしも自分の仕事が大好きです。ミネベアミツミ
の従業員として働くことが誇りです。

ミネベアミツミの従業員と
して働くことが誇りです

カンボジア工場人事総務メンバー

ミネベアミツミの主力工場にまで発展したカ
ンボジア工場。従業員とともに成長してきた
挑戦の経緯と、現在の姿を紹介します。

　2018年には新たな従業員寮を整備し、だれもが安心して
快適に暮らせる環境づくりを進めました。ミネベアミツミの
社是「五つの心得」にもある「従業員が誇りを持てる会社」の
実現を目指し、カンボジア工場の挑戦は続いています。
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　「SALIOT（サリオ）」は、ミネベアミツミの持つさまざまな
技術を組み合わせた新型LED照明器具です。照明方向の上
下左右、調光、配光角度、色温度などをスマートフォンやタ
ブレットから独自開発のアプリを使い自由自在に操作する
ことができます。
　「SALIOT」の開発に当たり、これまでミネベアミツミが
培った、超精密機械加工技術と光学技術を活用し、光を自在
に操る超薄型LED照明用レンズを開発しました。
　さらに、無線技術などを付加することにより、その活用範
囲を大きく広げました。

　あらゆるシーンに最適な光を作りだすことが可能な
「SALIOT」は、多様な場所で活用することが可能です。大型・
高天井のショッピングセンターや、カーディーラーなどの
ショールーム、博物館・美術館、教育施設、イベントスペース、
ホテルなど、その可能性は多岐にわたります。
　2017年9月には、多くのお客様にその可能性を体験いた
だくために、東京本部の近くに「SALIOTギャラリー」を開設
しました。200台超の「SALIOT」を設置しており、実際に操
作することも可能です。

　大型・高天井に設置される従来型照明の調整は、脚立や
調整棒などによる手作業が必要なため、作業労力と長い時
間が必要でした。展示中は照明の調整ができないため、夜
間や深夜帯の作業となることが担当者の負担でした。
　「SALIOT」は、スマートフォン一つでさまざまな制御が可
能なだけでなく、シーン設定を行えば、一瞬で異なる空間を
作りだすことができます。そのため、「SALIOT」を活用いた
だくことで、長時間かかる深夜の照明調整を、簡単・安全で
低コスト・短時間という作業に変えることができます。
　ミネベアミツミは、さらに照明器具の研究開発を進め、皆
様の暮らしに役立つ製品をお届けできるよう、これからも挑
戦を続けていきます。

照明の常識を超える新たなスマートライティングHOT
TOPICS

新型LED照明器具 SALIOT

多様なシーンでの活用

照明で働き方を変える

SALIOTギャラリー

新型LED照明器具 SALIOT

地上からいつでも安全に作業が可能

スマートライティングの世界を広げる新型LED照明器具SALIOTをご紹介します。

やりづらかった高所作業

「SALIOT（サリオ）」は、高コス
ト・長時間という問題もあった
高所作業を解消し、簡単・安全
で低コスト・短時間の作業に
変えます
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▶ 2017年度実績と2018年度および中期目標
2017年度目標 2017年度実績 評価 2018年度目標 中期目標（2020年度めど）

マネジ
メント

CSRマネジメント ミネベアミツミグループとしてのCSRマネジメント体制の
構築推進 ミツミ電機の国内拠点担当者を決め、CSR浸透活動を実施 ○

● ミツミ電機の海外拠点でCSR担当者を設置し、CSR浸透活動を実施 
● ミネベアミツミグループとしてのCSR重要課題を設定 

● ステークホルダーの期待・要請理解を通じたCSR重点課題をベースとした、
CSRマネジメントの推進 

コーポレートガバナンス
コンプライアンス
リスクマネジメント

中国およびフィリピンでの体制構築および研修による
コンプライアンスの浸透推進 

● 中国において体制構築および研修を実施
● タイにおいて、コンプライアンスをテーマとしたセミナーを実施 △

●  フィリピンでの体制構築および研修によるコンプライアンスの
浸透促進 

●  コンプライアンスに関するeラーニング研修の実施 
●  ミツミ電機の主要生産拠点でのBCP策定推進 
●  タイのロッブリ工場で、BCP行動計画を策定 
●  国内事業所、タイなどにおけるBCP訓練の推進 

●  ミネベアミツミグループとしてのグローバルコンプライアンス体制の
構築・強化 

● 世界主要拠点でのBCPの定着 

コンプライアンス従業員意識調査の実施 ミネベアミツミグループの国内外で勤務する日本人従業員
7,600名を対象にコンプライアンス意識調査を実施 ○

タイのロッブリ工場で、BCP基本計画および行動計画を策定 タイのロッブリ工場で、BCP基本計画を策定。行動計画は策定中
（2018年度に策定予定） △

国内事業所、タイなどにおけるBCP訓練の推進 
● 軽井沢工場で年3回のBCP訓練を実施
● タイで洪水対策のシミュレーション訓練を実施 △

社会

お客様とのかかわり

品質マネジメント規程の改訂、施行および周知 品質マネジメント規程の改訂、施行および周知を実施 ○ ●  フタル酸エステルのフリー化の推進 
●  サプライチェーンの品質マネジメントのためのサプライヤー・マニュアルの

展開 
●  ISO9001:2015認証への移行の継続支援 
●  ミツミ製品への統一バーコードラベルの導入 
●  RFIDタグ試験のスタート 
●  AEO認定の取得および継続活動の推進 

● ミネベアミツミグループとしての新体制における品質マネジメントシステムの
構築 

●  ロボットによる省人パイロットモデル倉庫の運用開始 

ISO9001:2015認証への移行支援 15事業部中10事業部について、ISO9001:2015への移行を実施 ○

全製品への統一バーコードラベルの導入推進 機械加工および電子機器製品への統一バーコードラベルの導入 ○

AEO認定の継続的取得推進 マレーシア、欧州でのAEO認定の取得活動推進 ○

物流品質向上のための見える化の推進 納期情報、物流情報、在庫情報の見える化の推進 ○

従業員とのかかわり

人権尊重に対する教育の継続的強化 階層別研修でのハラスメント教育や人権尊重に関する教育を実施 ○

●  人権尊重に対する教育の継続的強化 
●  ミネベアミツミグループとしての次世代リーダー育成の強化 
●  女性活躍の継続的推進 
●  障がい者雇用の法定雇用率達成と雇用維持 
●  残業時間の継続的削減 

●  グローバルでの事業の拡大、発展を積極的に推進するための
人材開発強化 

●  女性管理職の割合の増加（2021年に2016年の2倍を目標とする） 
● 社会的要請を積極的にくみ取りつつ、従業員が生き生きと働くための

施策推進 

ミネベアミツミグループとしての次世代リーダー育成の
強化 ミツミ事業本部を対象とした次世代リーダー研修の実施 ○

女性活躍の継続的推進 
● 管理職に意識改革のための交流機会を提供
● 主任補層に意識改革、役割再認識のための研修を実施 ○

障がい者雇用の法定雇用率達成と雇用維持 障がい者雇用率1.67%（2017年6月時点） ×

ストレスチェック結果に基づく職場環境改善の推進 国内全事業所でストレスチェックを実施し、結果に基づき職場ごとに
対応を推進 ○

残業時間の継続的削減 各部署への注意喚起、勤怠管理システム導入などを推進 ○

お取引先様とのかかわり

ミネベアミツミグループとしての統一的なCSR調達活動の
推進 
　・  統一CSR調達ガイドラインの設定、お取引先様への配布および

CSR取り組みの依頼

● ミネベアミツミグループとしてのCSR調達ガイドラインを統一
● 統一したCSR調達ガイドラインを国内外のお取引先様1,337社に

配布し、CSR取り組みを依頼
○

●  ミツミ電機の国内主要お取引先様に対して、「CSR調達推進自己チェック
シート」によるCSR推進状況の確認 

●  ミツミ電機のアジアでのお取引先様に対して、「CSR調達推進自己チェック
シート」によるCSR推進状況の確認 

地域社会・国際社会との
かかわり 国内外の拠点における地域との対話促進 

● 軽井沢工場において、継続的に地域との対話を実施
● タイのアユタヤ工場で、地域の人を招待し、CSR活動の説明など、

対話を実施
○ ● 国内外の拠点における地域との対話促進を継続 ● 国内外でのCSR浸透活動の継続的実施 

株主の皆様とのかかわり

事業計画の進捗および施策に関する積極的な情報開示の
継続的推進 

株主総会、年2回の報告書送付、ウェブサイトなどを通じ、
中期事業計画および施策の情報開示を推進 ○

●  事業計画の進捗および施策に関する積極的な情報開示の継続的推進 
●  国内外の投資家との積極的なコミュニケーションの継続的推進 
●  統合報告書の発行 

●  より多くの株主・投資家の皆様にミネベアミツミへの理解を深めていただける
よう、積極的な情報開示とコミュニケーションの継続 

国内外の投資家との積極的なコミュニケーションの継続的推進 
合計年4回の機関投資家・証券アナリスト向け決算説明会および
決算説明電話会議、年1回の欧米・アジアでの投資家訪問などを
推進

○

環境

CO2排出量を生産高原単位で2015年度比で6%削減する 2015年度を基準年として、CO2排出量原単位で1%削減
（為替影響を除くと6.3%削減。排出量実績は、771,594トン） △

●  CO2排出量を生産高原単位で2015年度比で9%削減する 
●  廃棄物等排出量を生産高原単位で2015年度比で9%削減する 
●  廃棄物の再資源化率を97.3%とする 
●  用水使用量を生産高原単位で2015年度比で9%削減する 
●  生物多様性保全の推進 
●  海上コンテナの積載効率向上に向けた梱包改善の推進 

●  CO2排出量を生産高原単位で2020年度までに2015年度比で
15％削減する 

●  廃棄物等排出量を生産高原単位で2020年度までに2015年度比で
15%削減する 

●  廃棄物の再資源化率を2020年度までに97.5%とする 
●  用水使用量を生産高原単位で2020年度までに2015年度比で

15%削減する 
●  生物多様性保全の推進 

廃棄物等排出量を生産高原単位で2015年度比で
6%削減する 

2015年度を基準年として、廃棄物排出量を生産高原単位で2.9%
削減（為替影響を除くと8.4%削減。排出量実績は、87,663トン） △

廃棄物の再資源化率を97.2%とする 廃棄物の再資源化率は、98.1% ○

用水使用量を生産高原単位で2015年度比で6%削減する 2015年度を基準年として、用水使用量を生産高原単位で2.7%削減
（為替影響を除くと7.9%削減。用水使用量実績は、6,570,269トン） △

生物多様性保全の推進 生態系への悪影響を防ぐための3R、排出ゼロなどを推進 ○ 

パレタイズ荷姿化のさらなる推進 機械加工および電子機器製品についてのパレタイズ荷姿化を
ほぼ完了 ○

海上コンテナの積載効率向上に向けた梱包改善の推進 海上コンテナの積載効率向上に向けた梱包改善の全体の考え方を
整理し、ロードマップの基本的な構想を実施 ○

CSR
CSR

CSR CSR

コンプライアンス

コンプライアンス
コンプライアンス

総務
総務

総務

コンプライアンス
総務

コンプライアンス

総務

総務

品質 品質

品質
品質

物流
物流

物流

品質
物流

品質

物流

物流

物流

人材開発

人材開発
人材開発

人材開発
人事

人事

人材開発
人事

人事

人材開発

人材開発

人事

人事

人事

資材
資材 資材

CSR CSR CSR

IR IR
IR

IR
IR

IR

環境

環境
環境

環境
環境

環境
物流

環境

環境
環境

環境
環境

環境

環境

環境

環境

物流

物流

CSR  CSR推進室　 コンプライアンス  コンプライアンス推進室　 総務  総務部　 品質  グループ品質管理室
物流  物流部　 人材開発  人材開発部　 人事  人事部　 資材  資材部　 IR  IR室　 環境  グループ環境管理部

CSR推進活動の目標と実績
マネジメント報告

17 MinebeaMitsumi Group CSR Report 2018



▶ 2017年度実績と2018年度および中期目標
2017年度目標 2017年度実績 評価 2018年度目標 中期目標（2020年度めど）

マネジ
メント

CSRマネジメント ミネベアミツミグループとしてのCSRマネジメント体制の
構築推進 ミツミ電機の国内拠点担当者を決め、CSR浸透活動を実施 ○

● ミツミ電機の海外拠点でCSR担当者を設置し、CSR浸透活動を実施 
● ミネベアミツミグループとしてのCSR重要課題を設定 

● ステークホルダーの期待・要請理解を通じたCSR重点課題をベースとした、
CSRマネジメントの推進 

コーポレートガバナンス
コンプライアンス
リスクマネジメント

中国およびフィリピンでの体制構築および研修による
コンプライアンスの浸透推進 

● 中国において体制構築および研修を実施
● タイにおいて、コンプライアンスをテーマとしたセミナーを実施 △

●  フィリピンでの体制構築および研修によるコンプライアンスの
浸透促進 

●  コンプライアンスに関するeラーニング研修の実施 
●  ミツミ電機の主要生産拠点でのBCP策定推進 
●  タイのロッブリ工場で、BCP行動計画を策定 
●  国内事業所、タイなどにおけるBCP訓練の推進 

●  ミネベアミツミグループとしてのグローバルコンプライアンス体制の
構築・強化 

● 世界主要拠点でのBCPの定着 

コンプライアンス従業員意識調査の実施 ミネベアミツミグループの国内外で勤務する日本人従業員
7,600名を対象にコンプライアンス意識調査を実施 ○

タイのロッブリ工場で、BCP基本計画および行動計画を策定 タイのロッブリ工場で、BCP基本計画を策定。行動計画は策定中
（2018年度に策定予定） △

国内事業所、タイなどにおけるBCP訓練の推進 
● 軽井沢工場で年3回のBCP訓練を実施
● タイで洪水対策のシミュレーション訓練を実施 △

社会

お客様とのかかわり

品質マネジメント規程の改訂、施行および周知 品質マネジメント規程の改訂、施行および周知を実施 ○ ●  フタル酸エステルのフリー化の推進 
●  サプライチェーンの品質マネジメントのためのサプライヤー・マニュアルの

展開 
●  ISO9001:2015認証への移行の継続支援 
●  ミツミ製品への統一バーコードラベルの導入 
●  RFIDタグ試験のスタート 
●  AEO認定の取得および継続活動の推進 

● ミネベアミツミグループとしての新体制における品質マネジメントシステムの
構築 

●  ロボットによる省人パイロットモデル倉庫の運用開始 

ISO9001:2015認証への移行支援 15事業部中10事業部について、ISO9001:2015への移行を実施 ○

全製品への統一バーコードラベルの導入推進 機械加工および電子機器製品への統一バーコードラベルの導入 ○

AEO認定の継続的取得推進 マレーシア、欧州でのAEO認定の取得活動推進 ○

物流品質向上のための見える化の推進 納期情報、物流情報、在庫情報の見える化の推進 ○

従業員とのかかわり

人権尊重に対する教育の継続的強化 階層別研修でのハラスメント教育や人権尊重に関する教育を実施 ○

●  人権尊重に対する教育の継続的強化 
●  ミネベアミツミグループとしての次世代リーダー育成の強化 
●  女性活躍の継続的推進 
●  障がい者雇用の法定雇用率達成と雇用維持 
●  残業時間の継続的削減 

●  グローバルでの事業の拡大、発展を積極的に推進するための
人材開発強化 

●  女性管理職の割合の増加（2021年に2016年の2倍を目標とする） 
● 社会的要請を積極的にくみ取りつつ、従業員が生き生きと働くための

施策推進 

ミネベアミツミグループとしての次世代リーダー育成の
強化 ミツミ事業本部を対象とした次世代リーダー研修の実施 ○

女性活躍の継続的推進 
● 管理職に意識改革のための交流機会を提供
● 主任補層に意識改革、役割再認識のための研修を実施 ○

障がい者雇用の法定雇用率達成と雇用維持 障がい者雇用率1.67%（2017年6月時点） ×

ストレスチェック結果に基づく職場環境改善の推進 国内全事業所でストレスチェックを実施し、結果に基づき職場ごとに
対応を推進 ○

残業時間の継続的削減 各部署への注意喚起、勤怠管理システム導入などを推進 ○

お取引先様とのかかわり

ミネベアミツミグループとしての統一的なCSR調達活動の
推進 
　・  統一CSR調達ガイドラインの設定、お取引先様への配布および

CSR取り組みの依頼

● ミネベアミツミグループとしてのCSR調達ガイドラインを統一
● 統一したCSR調達ガイドラインを国内外のお取引先様1,337社に

配布し、CSR取り組みを依頼
○

●  ミツミ電機の国内主要お取引先様に対して、「CSR調達推進自己チェック
シート」によるCSR推進状況の確認 

●  ミツミ電機のアジアでのお取引先様に対して、「CSR調達推進自己チェック
シート」によるCSR推進状況の確認 

地域社会・国際社会との
かかわり 国内外の拠点における地域との対話促進 

● 軽井沢工場において、継続的に地域との対話を実施
● タイのアユタヤ工場で、地域の人を招待し、CSR活動の説明など、

対話を実施
○ ● 国内外の拠点における地域との対話促進を継続 ● 国内外でのCSR浸透活動の継続的実施 

株主の皆様とのかかわり

事業計画の進捗および施策に関する積極的な情報開示の
継続的推進 

株主総会、年2回の報告書送付、ウェブサイトなどを通じ、
中期事業計画および施策の情報開示を推進 ○

●  事業計画の進捗および施策に関する積極的な情報開示の継続的推進 
●  国内外の投資家との積極的なコミュニケーションの継続的推進 
●  統合報告書の発行 

●  より多くの株主・投資家の皆様にミネベアミツミへの理解を深めていただける
よう、積極的な情報開示とコミュニケーションの継続 

国内外の投資家との積極的なコミュニケーションの継続的推進 
合計年4回の機関投資家・証券アナリスト向け決算説明会および
決算説明電話会議、年1回の欧米・アジアでの投資家訪問などを
推進

○

環境

CO2排出量を生産高原単位で2015年度比で6%削減する 2015年度を基準年として、CO2排出量原単位で1%削減
（為替影響を除くと6.3%削減。排出量実績は、771,594トン） △

●  CO2排出量を生産高原単位で2015年度比で9%削減する 
●  廃棄物等排出量を生産高原単位で2015年度比で9%削減する 
●  廃棄物の再資源化率を97.3%とする 
●  用水使用量を生産高原単位で2015年度比で9%削減する 
●  生物多様性保全の推進 
●  海上コンテナの積載効率向上に向けた梱包改善の推進 

●  CO2排出量を生産高原単位で2020年度までに2015年度比で
15％削減する 

●  廃棄物等排出量を生産高原単位で2020年度までに2015年度比で
15%削減する 

●  廃棄物の再資源化率を2020年度までに97.5%とする 
●  用水使用量を生産高原単位で2020年度までに2015年度比で

15%削減する 
●  生物多様性保全の推進 

廃棄物等排出量を生産高原単位で2015年度比で
6%削減する 

2015年度を基準年として、廃棄物排出量を生産高原単位で2.9%
削減（為替影響を除くと8.4%削減。排出量実績は、87,663トン） △

廃棄物の再資源化率を97.2%とする 廃棄物の再資源化率は、98.1% ○

用水使用量を生産高原単位で2015年度比で6%削減する 2015年度を基準年として、用水使用量を生産高原単位で2.7%削減
（為替影響を除くと7.9%削減。用水使用量実績は、6,570,269トン） △

生物多様性保全の推進 生態系への悪影響を防ぐための3R、排出ゼロなどを推進 ○ 

パレタイズ荷姿化のさらなる推進 機械加工および電子機器製品についてのパレタイズ荷姿化を
ほぼ完了 ○

海上コンテナの積載効率向上に向けた梱包改善の推進 海上コンテナの積載効率向上に向けた梱包改善の全体の考え方を
整理し、ロードマップの基本的な構想を実施 ○

CSR
CSR

CSR CSR

コンプライアンス

コンプライアンス
コンプライアンス

総務
総務

総務

コンプライアンス
総務

コンプライアンス

総務

総務

品質 品質

品質
品質

物流
物流

物流

品質
物流

品質

物流

物流

物流

人材開発

人材開発
人材開発

人材開発
人事

人事

人材開発
人事

人事

人材開発

人材開発

人事

人事

人事

資材
資材 資材

CSR CSR CSR

IR IR
IR

IR
IR

IR

環境

環境
環境

環境
環境

環境
物流

環境

環境
環境

環境
環境

環境

環境

環境

環境

物流

物流

CSR  CSR推進室　 コンプライアンス  コンプライアンス推進室　 総務  総務部　 品質  グループ品質管理室
物流  物流部　 人材開発  人材開発部　 人事  人事部　 資材  資材部　 IR  IR室　 環境  グループ環境管理部

　ミネベアミツミグループでは、CSRの取り組みを進める上
で、PDCA※のサイクルを適切に回してマネジメントしていくこ

CSR推進活動の目標と実績 とが重要であると考え、CSR目標を定め取り組んでいます。

※ Plan(計画)・Do（実行）・Check（評価）・Action（改善）を繰り返すことによって、管理
業務を継続的に改善していく手法。
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　2015年4月に、「CSR実践に向けた活動方針」を改定しま
した。製品を通じて社会にプラスとなる価値をつくるという
考えに基づき、「製品を通じた社会価値の創造」の項目を追
加しています。
　また、2012年に参加を表明した国連グローバル・コンパク
トの10原則や、2015年に国連持続可能な開発サミットにお
いて採択されたSDGs（持続可能な開発目標）についても重
要な考えと位置付け実践に努めています。

　ミネベアミツミグループは、企業の使命とは法令の遵守
だけではなく、企業倫理に則した公正かつ、適切な事業運営
を通じて、地球環境および人類の持続可能な発展に貢献す
ることであると考えています。この使命を果たすため、当社
グループでは、社是として位置付けた「五つの心得」と、これ
を基本とした「ミネベアミツミグループのCSR基本方針」お
よび「ミネベアミツミグループのCSR実践に向けた活動方
針」を策定し、取り組みを進めています。

基本的な考え方

 従業員が誇りを持てる会社でなければならない
 お客様の信頼を得なければならない
 株主の皆様のご期待に応えなければならない
 地域社会に歓迎されなければならない
 国際社会の発展に貢献しなければならない

ミネベアミツミグループは、社会を支える精
密部品メーカーとして、「信頼性が高く、エネ
ルギー消費の少ない製品を安定的に供給し、
広く普及させる」ことを通して、地球環境およ
び人類の持続可能な発展に貢献します。

1 「五つの心得」と「行動規範」
CSR活動の推進に当たっては、「五つの心得」を基本として、適切な組織統
治のもと、ミネベアミツミグループ「行動規範」を遵守していきます。

3 継続的改善と意識向上
ミネベアミツミグループの社会的責任、取り組むべき重要課題を理解した
上で達成すべき目標を掲げ、実行とレビューを繰り返して、CSR活動を継
続的に改善していきます。また、こうした活動を通して、従業員一人一人
のCSRについての意識向上を図っていきます。

2 製品を通じた社会価値の創造
社会を支える精密部品メーカーとして、「信頼性が高く、エネルギー消費を
減らす製品」を積極的に開発し、広く普及させます。

4 ステークホルダーとの対話
ステークホルダー（従業員、お客様、株主の皆様、地域社会、国際社会、お
取引先様、環境など）との積極的な対話を通して、その期待・要請に応える
とともに、企業活動の透明性向上と説明責任を果たしていきます。

▶ ミネベアミツミグループのステークホルダー ▶ 国連グローバル・
コンパクトの支持

▶ SDGsの支持
コンパクトの支持コンパクトの支持

お客様

株主の皆様

環境

地域社会
・

国際社会

従業員

お取引先様

五つの心得

ミネベアミツミグループのCSR実践に向けた活動方針

ミネベアミツミグループの
CSR基本方針

ミネベアミツミグループのCSR
マネジメント報告
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　ミネベアミツミグループは、社是の「五つの心得」で示され
ている「従業員」「お客様」「株主の皆様」「地域社会」「国際社
会」のほかに、「お取引先様」およびわたしたちの社会を支え
ている「環境」をステークホルダーとして分類しています。当
社グループでは、CSR活動に取り組む上で、各ステークホル
ダーとのコミュニケーションを通じて、その期待に応えること
が欠かせないと考えています。

　ミネベアミツミグループは、「ミネベアミツミグループの
CSR基本方針」および「ミネベアミツミグループのCSR実践
に向けた活動方針」を基に、CSR活動を推進するために、最
高責任者を社長執行役員、最高責任者補佐を常務執行役員
人事総務部門担当とするCSR推進体制を構築しています。
　また、CSR体制のさらなる強化と社内推進活動の発展など
を行う事務局として、CSR推進室を設置しています。各拠点
でCSR活動の啓発と現状把握を行うCSRオフィサー（正担
当）、CSR副担当と連携し、グローバルでのPDCAマネジメン
トを推進しています。
　引き続きCSR活動を推進するため、グループ全体での体
制の強化に取り組んでいきます。

　ミネベアミツミグループでは、社会的責任に関する国際規
格であるISO26000に基づき、「組織統治」「人権」「労働慣
行」「環境」「公正な事業慣行」「消費者課題」「コミュニティへ

ミネベアミツミグループのステークホルダー

CSR推進体制

CSR活動の現状整理

の参画及びコミュニティの発展」の7つのテーマと「社会的責
任の認識および組織全体への統合」について、当社グループ
の取り組み実施状況と重要度を確認し、優先的に取り組みが
求められる課題について洗い出しを行っています。
　分析の結果、世界各拠点と本社とが連携したCSRを体系
的に進めることや、拠点間で先進事例を共有していくことの
必要性を確認しました。
　今後はISO26000による現状分析の結果に加え、SDGs
への貢献を見据えたCSRの重点課題策定に向けて、準備を
進めていきます。

　ミネベアミツミグループは、CSR推進活動の目標に対す
る、各部門の実施担当者を集めたCSR勉強会を2012年度
より実施しています。
　2017年度は年2回発行される社内報においてもCSRの啓
発をしたほか、ミツミ電機国内拠点ではCSRオフィサー（正担
当）を通して、CSRの社内浸透活動を実施しています。

　グローバルに事業を展開するミネベアミツミグループと
して、国際的な基準にのっとったCSRの推進を目指し、海外
拠点を含めたグループ全体でのCSR戦略の策定やマネジメ
ント推進、CSRの啓発・浸透活動を進めていきます。
　また、社内におけるCSRの理解促進とCSRマネジメント
の強化を進めていきます。

社内でのCSR浸透活動

今後の課題・目標

事務局
（CSR推進室）

世界各拠点
CSRオフィサー(正担当)

CSR副担当

CSR最高責任者
（代表取締役 社長執行役員)

▶ CSR推進体制図

CSR最高責任者補佐
（常務執行役員 人事総務部門担当)
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　ミネベアミツミでは、当社グループ従業員のコンプライア
ンスに対する認識を確認するため、コンプライアンス意識調
査を隔年で実施しています。
　2017年10月から11月にかけて実施した意識調査の結
果、コンプライアンスへの意識や関心に問題がないことを
確認しています。また、調査結果を受け各部門へフィード
バックをするとともに、課題となった相談窓口の活用方法に
ついて広く周知しています。

　ミネベアミツミグループでは、従業員のコンプライアンス
への理解を深めるため、階層別研修時のコンプライアンス
教育を実施しており、2017年度は159名が受講しました。さ
らに、独占禁止法（競争法）遵守に関する定期的な研修とし
て、国内外の従業員541名に対し、講義を実施しました。
　海外においては最大の生産拠点であるタイで日本人駐
在員を対象としたコンプライアンス研修を実施しました。
178名の従業員が受講しています。

　ミネベアミツミグループでは、従業員一人ひとりが自らの
行動や意思決定がミネベアミツミグループ行動規範に違反
するかどうか迷った場合、または本行動規範に違反する疑い
のある行為を発見した場合に利用できる相談窓口を社内と
社外にそれぞれ設置しています。受け付けたすべての通報
については、事実確認の上、適切に対応しています。

　従業員一人ひとりがコンプライアンスの意識を持って、
事業活動に取り組む企業風土を定着させるために、従業員
の意識と知識の充実をより一層深めていく必要があると考
えています。今後も教育研修の充実や相談窓口の周知徹底
とともに、海外を含めたグループ全体でのコンプライアン
ス推進体制を強化するために、各国の連携強化を進めてい
きます。

コンプライアンス意識調査

コンプライアンス教育

内部通報制度

今後のコンプライアンス推進について

　ミネベアミツミグループは、コンプライアンスの実践が
CSR推進において欠くことのできない要素であるという認
識の下、当社グループの役員、従業員が適切な行動を選択
する際の規範となる「ミネベアミツミグループ行動規範」「ミ
ネベアミツミグループ役員・従業員行動指針」を定め、公正
かつ適正で、透明度の高い経営に努めています。

　ミネベアミツミグループでは、社長執行役員をコンプライ
アンスの最高責任者とし、直属の組織であるコンプライアン
ス委員会を年2回開催し、行動規範の運用、行動規範に対す
る重大な違反事例発生時の緊急対策などについて迅速に
意思決定を行っています。また、コンプライアンス委員会の
事務局をコンプライアンス推進室が担当し、コンプライアン
ス推進のための諸施策を実施しています。2017年度は法
令の最新状況なども踏まえた対応や、グループでの体制強
化について検討しました。
　また、各拠点にコンプライアンスオフィサーを設置し、グ
ループでのマネジメントの強化を図っています。2016年度
にコンプライアンス委員会を設置したタイにおいては、課題
の収集と対応を始めています。

基本的な考え方

「ミネベアミツミグループ行動規範」および「ミネベアミツミグループ役
員・従業員行動指針」の詳細は、こちらをご参照ください。
http://www.minebeamitsumi.com/corp/company/
aboutus/Conduct/declaration/index.html

コンプライアンス推進体制

コンプライアンス
マネジメント報告

▶ コンプライアンス体制図

事務局
コンプライアンス推進室

コンプライアンス最高責任者
代表取締役 社長執行役員

コンプライアンス委員会
● 委員長（コンプライアンス担当役員）
● 委員

世界各拠点
● コンプライアンスオフィサー
● コンプライアンス正担当責任者
● コンプライアンス副担当責任者
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リスクマネジメント
マネジメント報告

　今後も教育を通じて、情報セキュリティに関する禁止事項
および遵守事項の確認や、セキュリティ事故につながりやす
い注意点などを共有し、従業員の意識向上に役立てていき
ます。

個人情報保護の取り組み
　ミネベアミツミグループでは、保有する個人情報について

「個人情報保護方針」にのっとり適切に管理するほか、その
利用目的を明確にし、利用目的の範囲内での取り扱いを徹
底しています。

　ミネベアミツミグループでは、大規模災害、インフルエン
ザ、テロなどの緊急事態発生時に、従業員やその家族の安
全を確保するとともに、世界トップシェアの製品を持つ部品
メーカーとして、お客様への供給責任を果たすことが社会的
責任であると考え、国内外の主要拠点においてBCP（事業継
続計画）を策定し運用を開始しています。
　BCPは、拠点ごとに想定されるリスクシナリオを分析し、
そのリスクレベルに応じて決定しています。具体的な対策と
して、緊急事態対応マニュアルの整備、工場の耐震補強、食
料・飲料水の備蓄、自衛消防隊の整備、避難訓練、安否確認
システムの訓練などを実施しており、軽井沢工場では地震を
想定したBCPの訓練を年に3回実施しています。
　また、2017年度はタイのロッブリ工場においてBCPの基
本計画の策定を完了しました。
　さらにタイの複数の部門では、事業継続マネジメントシス
テムの国際規格であるISO22301を取得しており、BCP訓
練計画を策定し、洪水を想定した訓練を実施するとともに、
PDCAのサイクルを回して、継続的な活動と改善を行ってい
ます。

　引き続き、世界の主要拠点でさまざまなリスクに対して対
応できるリスク管理体制の確立、定着を目指して取り組みを
進めていきます。

BCPの取り組み

今後の課題・目標

　ミネベアミツミグループは、リスクが顕在化した場合、そ
の対応によっては企業経営の根幹に影響を及ぼす恐れが
あるとして、リスク管理は極めて重要な施策であると考えて
います。リスク管理体制や、事前の予防対策、緊急事態発生
時の対応などについて定めた「ミネベアミツミグループリ
スク管理基本規程」を制定し、想定されるさまざまなリスク
に備えています。

　ミネベアミツミグループでは、社長執行役員をリスク管
理の最高責任者とし、「リスク管理委員会」にてリスク管理
における重要な意思決定を行っています。予防的な取り組
みとして、事前に具体的なリスクを想定、分類し、継続的に
監視しています。万が一リスク事案が発生した場合には、

「リスク管理基本規程」に定めた緊急事態の対応区分に応じ
て緊急対策本部や現地対策本部を設置し、事態への迅速か
つ的確な対応を行います。また、リスク事案の内容により、
当該事案の担当部署として主管部が任命され、当該事案に
ついてのリスク予防対策の立案や実施を行う体制を整えて
います。

情報セキュリティ体制
　ミネベアミツミグループでは、情報資産を守ることは信
頼関係を築く上での責務と考え、情報セキュリティに関する
基本方針を定め、その徹底に努めています。
　また、情報セキュリティ委員会を設け、各国ごとに推進体
制を編成しています。

情報セキュリティ教育
　ミネベアミツミグループでは、従業員の情報セキュリティ
への意識向上を目的に、情報セキュリティ教育を実施して
います。年1回の情報セキュリティに関する説明会の実施、
新入社員や中途採用社員に対する入社時の教育のほか、個
別指導を実施しています。2017年度は1年を通じて、情報
セキュリティに関する説明会を実施し、派遣社員、協力会社
従業員を含む13,565名の従業員が参加しました。

基本的な考え方

リスク管理体制

情報セキュリティ
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　品質マネジメント体制は、最高責任者を社長執行役員と
し、その諮問機関として「品質マネジメント委員会」を設置し
ています。その下位組織として各事業部を代表する品質保
証実務責任者による「品質保証責任者協議会」にて、定期的
に個別の品質課題の情報共有や、同様の問題について再発
防止に取り組んでいます。また、「グループ品質管理室」が品
質マネジメント委員会および品質保証責任者協議会の事務
局として、各事業部に対し品質マネジメントの支援・指導な
どを行っています。さらに、「安全規格連絡会」では、電気用
品安全法（日本）への対応や、世界各地域の安全規格情報の
共有・展開を行い、対応を強化しています。
　2017年度は、今後は単純な部品から、複合化アセンブリ
化された最終製品に近い部品もしくは最終製品自体の出
荷が増えていくことを想定し「製品安全協議会」を設置し、
各事業部からメンバーを選出し、情報交換、勉強会を実施し
ました。

リスクアセスメント
　ミネベアミツミグループの製品が使われる最終製品の中
でも、万が一問題が発生した際に、社会に与える影響が大き
い製品として、医療、車載、航空の3分野については社内標
準にのっとり、リスクアセスメントを実施しています。このア
セスメントは、グループ品質管理室と各事業部が協働で実
施し、設計・製造でのリスクがある場合には、そのリスクの低
減を推進しています。

　ミネベアミツミグループは、社是である「五つの心得」に
基づいた「ミネベアミツミグループ品質方針」を掲げ、開発・
製造・販売する製品の品質に万全を期し、世界のお客様の信
頼に応えるとともに、限りある資源を無駄なく効率的に使用
することによって、国際社会の発展に貢献できる「総合精密
部品メーカー」となることを目指しています。
　そのために品質マネジメントシステムを構築、実施し、そ
の有効性を常に確認するとともに、継続的な改善に努めて
います。

品質マネジメント体制
　ミネベアミツミグループは、グループ全体を対象とする

「グループ品質マネジメント規程」を制定し、製品、サービス
の安全性確保と事故の未然防止に取り組んでいます。
2017年度は、経営統合における組織体系、業務内容の変更
を受け、グループ品質マネジメント規程と付属する「グルー
プ製品安全管理規定」「グループ製品含有化学物質管理規
定」「重大品質問題処理規定」「グループ紛争鉱物管理規定」

「品質保証協定書(標準版)」などを改訂し、英語・中国語版も
つくりグループ全体で共有しました。

基本的な考え方

品質マネジメント

▶ 品質マネジメント体制

取締役会

社長執行役員

電子機器製造本部 ミツミ事業本部機械加工品製造本部

製品安全協議会

安全規格連絡会

品質マネジメント委員会

品質保証責任者協議会

グリーン調達協議会

※2018年4月1日現在

※ グループ品質管理室は品質マネジメント委員会およ
び各協議会(連絡会)の事務局を担当しています。

※ 品質保証責任者協議会、グリーン調達協議会、製品
安全協議会、安全規格連絡会は、製造本部および各
事業部からの選任者で構成しています。

グループ品質管理室

お客様とのかかわり
社会性報告
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お取引先様向け品質保証協定書の整備
　ミネベアミツミグループでは、サプライチェーン全体でお
客様からの品質要求に応えるため、お取引先様に対しては、
取引基本契約のほか、品質保証協定書の締結やサプライ
ヤーマニュアルの提示により、お取引先様の製品やサービ
スが当社グループの品質要求に確実に適合するようご協力
いただいています。

品質マネジメントシステム認証の取得推進
　ミネベアミツミグループでは、各事業部において必要な
品質マネジメントシステム（QMS）規格の認証を取得してい
ます。さらに今後の新製品に必要となる規格についても、順
次認証取得を進めています。また、グループ品質管理室で
内部監査員養成研修を開催し、内部監査員を継続的に養
成、力量の維持を行っています。
　2017年度は、ISO9001：2015やIATF16949：2016へ
の移行に向けて各事業部にて継続して取り組んでいます。

QC検定試験への対応
　ミネベアミツミグループでは、従業員個々の品質評価・管
理能力、改善能力の向上が、ひいては当社グループの製品
品質の向上につながるとの考えから、2008年9月より一般
財団法人日本規格協会および一般財団法人日本科学技術
連盟が主催し、一般社団法人日本品質管理学会の認定を受
けている品質管理検定（QC検定）の認定取得を推進してい
ます。また、受検費用負担のほか、全従業員が共有する、品
質管理知識向上のためのデータベースより教材を取得・学
習できるようにし、事前講習会も年2回実施しています。
　2017年度も多くの認定取得者を出しており、グループ累
計では、約750名になりました。

銘番ラベルとバーコードの統一化
　ミネベアミツミグループでは、製品の誤配送防止と確認
作業の効率化のため、銘番ラベルの統一バーコードラベル
化による物流管理を2013年度より開始しています。2017
年度は、旧ミネベア全製品での統一を完了しました。引き続
きミツミ電機製品に展開するため対応を進めています。

品質向上の取り組み 物流品質向上のための見える化
　ミネベアミツミグループでは、物流品質を向上するため
に、物流の見える化を推進しています。納期情報や物流・在
庫情報、入出庫情報を整理・分析し、保管拠点や物流方法を
最適化しています。

　ミネベアミツミグループが提供する製品は、消費者が手
にする最終製品の中に組み込まれている部品がほとんどで
す。そのため、安全性情報はお客様のご要求に基づき提供し
ています。また、製品含有化学物質管理では、お客様のご要
求に基づき、お取引先様より入手した製品含有化学物質情
報を基に伝達しています。

お客様満足度調査
　ミネベアミツミグループでは、各事業部が主体となってお
客様満足度調査を実施しています。その評価結果は各事業
部の営業部門および開発部門にフィードバックされます。お
客様から一定の基準を下回る評価をいただいた場合には、
部門横断での改善を検討、実施しています。

　ミネベアミツミグループの製品、サービスにおいて、万が
一重大な品質問題が発生した場合には、「グループ品質マネ
ジメント規程」にのっとり、必要な対応を決定しています。

　今後もさらなる品質向上に向けて取り組みを強化します。
具体的には引き続き新しい法令や規格への対応のほか、グ
ループ・サプライチェーン全体での品質マネジメントシステ
ムの強化を進めていきます。
　また、物流面については、バーコードラベルや梱包箱の統
一化とそれによる自動化を進め、さらなる物流品質の向上
に取り組んでいきます。

製品に関する情報開示

お客様とのコミュニケーション

品質問題への対応

今後の課題・目標
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2016年比で2倍にすることを定めています（ミネベアミツ
ミ2018年3月実績：1.45%）。
　また、2017年度は引き続きリーダーシップスキルを中心
に管理職に必要な能力向上を目的として、「リーダーシップ
の基本と実践研修」の実施と女性従業員の交流会を開催し
ました。

障がい者雇用の取り組み
　ミネベアミツミでは、障がい者の雇用を積極的に進めて
います。2017年6月時点での雇用率は1.67%となりまし
た。今後、法定雇用率（2.2%）を目指してさらに取り組みを
強化していきます。
　また、障がいの有無にかかわらずすべての従業員がやり
がいを持って働けるよう、職場によっては専門知識のある従
業員が指導するなど、職場環境にも配慮した取り組みに努
めています。

65歳定年制の導入
　ミネベアミツミグループでは、全社員が定年後65歳まで
働くことができる再雇用制度を導入し、積極的にシニア社員
の戦力化を図ってきましたが、2019年4月より「65歳定年
制」を導入し、ミネベアミツミのほか、国内子会社の定年を
65歳に統一しました。これからも従業員が安定した、活躍で
きる環境づくりを整備していきます。

「行動計画」の詳細は、こちらをご参照ください。
http://www.minebeamitsumi.com/corp/environment/
sociality/employees/2018/minebeamitumi_action_
plan.pdf

▶ 障がい者雇用率の推移（単体）
（単位：%）

2.0

2013 2014 2015 20172016 （年度）

1.5

1.0

0.5

0.0

1.69 1.72
1.84

1.671.75

※2013年～2016年度は経営統合前のミネベア（単体）での集計結果です。

　ミネベアミツミグループは、創業以来、従業員を最も重要
な財産と位置付け、「五つの心得」に「従業員が誇りを持てる
会社でなければならない」と定めています。当社グループの
すべての従業員が健康で、安全に働くことができ、一人ひと
りがその能力を十分に発揮できるよう、職場環境の整備、向
上に努めています。

▶ 従業員数（グループ） （2018年3月時点）

従業員 日本人海外駐在員 合計

日本 6,202名 — 6,202名
北米 2,624名 42名 2,666名
欧州 2,295名 35名 2,330名
アジア圏 66,598名 555名 67,153名
合計 77,719名 632名 78,351名

▶ 勤続状況（単体） （2017年度）

平均勤続年数 平均年齢 退職者 離職率

17年6カ月 43歳11カ月 134名 3.41%

▶ 時間外労働データ（単体） （2017年4月～2018年3月の平均値）

一人当たりの平均時間外労働時間 6.94時間/月
一人当たりの平均時間外労働手当 15,413円/月

　グローバルに事業展開するミネベアミツミグループで
は、人材は多様化していますが、更なる人材力の強化を進め
ています。また、性別や年齢、国籍、障がいの有無などにかか
わらず、多様な人材が能力を最大限に発揮できる環境づく
りに努めています。

女性活躍の推進
　ミネベアミツミグループは、多様な人材が活躍することが、
新たな価値観や競争力を生み、かつ、持続的に発展する会社
となることを重要な経営戦略の一つと位置付けています。
　特に女性活躍推進のために、女性が安心して働ける環境
を整備するなどの取り組みを進めており、管理職候補とな
る女性従業員を増やし、かつ管理職として活躍できる雇用
環境の整備を行うための行動計画を2016年3月に策定し
ました。行動計画では2021年までに女性管理職の割合を

基本的な考え方

多様な人材の活用

従業員とのかかわり
社会性報告
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次世代リーダーの育成
　ミネベアミツミグループの持続的な成長の牽引役として
期待する次世代のリーダー層を中長期的な視点で育成す
ることを目的に研修や強化プログラムを実施しています。
　その一環として、米国コロンビア大学ビジネススクールに、
客員研究員として従業員を派遣し、多様なバックグラウンドの
学生や研究員との交流を通じ、幅広い知見の習得と、人脈構
築、語学力強化、リーダーシップを磨く機会を提供しています。

　ミネベアミツミグループでは、従業員一人ひとりの能力と
実績を、公平性、公正性に最大限配慮した上で適正に評価
し、処遇や報酬に反映させています。2017年度は人事考課
規定の基準と、昇格基準の見直しを行っており、新制度の説
明会を実施し、制度の透明性向上に取り組んでいます。
　今後も、意欲ある従業員が能力を十分発揮できる、そして
働きがいを感じられる職場環境となるよう、労働環境や雇用
構造などの変化にも柔軟に対応できる人事施策を実施して
いきます。

　ミネベアミツミグループでは、人種、年齢、性別、国籍、宗
教などによる不当な差別を禁止しています。従業員に対して
は、新入社員研修において「ミネベアミツミグループ役員・
従業員行動指針」を用いた研修を実施しているほか、海外へ

　タイのロッブリ工場から浜松工場に
来て、2014年10月から回転機器資材
課に勤務しています。タイの資材部や、
お取引先様と浜松の事業部とをつな
げることがわたしの主な仕事です。日
本への駐在の前に、研修で一度日本に
来たことがあります。その時は日本語
も分からず心細く感じましたが、駐在
の打診をいただいた際は、新たなこと
にチャレンジする気持ちで臨みました。

　日本で働くことで、日本語だけでなく、日本人の性格や考え方、情報
を集める力が身につき、業務に役立っています。タイでは試作段階の
細かい情報や経緯が分かりませんでしたが、日本には技術のメンバー
がいるので、彼らと細かく調整をすることができています。こうした経
験を生かして、今後もタイと日本をつなぐ仕事をしていきたいです。

浜松回転機器資材課

Hataikarn Kanram

日本に駐在しています
VOICE

公正な評価

人権の尊重

　ミネベアミツミグループでは、企業規模の拡大と加速す
るグローバル化の中で、「情熱・好奇心・自ら考え行動する
主体性」「ものづくりへのこだわり」「グローバル志向」を持
ち、チャレンジする人材の育成に取り組んでいます。

チャレンジする人材の育成
　ミネベアミツミグループは積極的に海外展開を進めてお
り、海外駐在期間は原則3年から5年というガイドラインに
従い、多くの従業員に対しグローバルに活躍する機会を提
供しています。
　海外拠点への赴任者や長期出張者に対する海外赴任前
研修を2017年度では計21回実施し、延べ99名が参加し
ました。赴任後も、現地にてコミュニケーション力の強化を
目的に、赴任先の言語や英語学習の支援制度を設けてい
ます。
　また、全社規模の取り組みとして、隔年でTOEIC試験を
開催し、従業員の英語力の把握と向上に向けた各種施策を
実施しています。さらに従業員が自ら手を挙げて希望する
部署に異動できる公募ローテーション制度を2015年より
導入し、これまで計15名を超える従業員が制度を利用し
て、新たな職務に取り組んでいます。
　海外のローカルスタッフに対しては、経営の現地化を目
指し各法人でも研修を実施しているほか、研修生として日
本の工場・本社部門で受け入れ、日本語の習得、日本文化の
理解だけでなく、当社コア技術、ものづくりのノウハウやマ
ネジメントの教育を行っています。

人材育成

　わたしは現在、東京本部の経理部
で研修しています。1年間の日本での
研修が決まった時、とてもうれしく思
いました。海外での仕事は初めてで
すが、職場の方はとても親切にサポー
トしてくれています。
　タイでは、データ入力が主な業務で
したが、日本ではそのデータのチェッ
クを任されています。この経験により、
業務の全体像を理解することができま

した。タイに帰国しても日本での経験が必ず役立つと感じています。
　仕事以外でも日本の文化や習慣などに慣れることも大変です。日
本語でのコミュニケーションももっと練習が必要だと感じています。
しかし、この研修はわたしにとって非常に貴重な体験です。こうした機
会を与えてくれたこと、多くの友人に恵まれたことに感謝しています。

NMB-Minebea Thai Ltd.
Accounting Div.

Chonticha Intagosum

日本で研修をしています
VOICE
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　各工場では、安全作業や衛生などの各部会からなる安全
衛生委員会を定期的に開催し、各部会の目標に対する活動
結果を共有しています。また、当社グループの量産拠点であ
るタイ、中国、シンガポール、フィリピン、マレーシアの主要
工場ではOHSAS18001の認証を取得しています。
　万が一、火災、労災、交通事故などが発生した場合には、
安全管理責任者を中心に原因の把握や適切な対応が取ら
れるとともに、それらの情報を全世界の事業所と共有し、類
似事故の再発防止に役立てています。

健康管理の促進
　ミネベアミツミグループでは、定期的に健康診断や健康
相談の実施、時間外労働抑制に対する通知を行うほか、産
業医が定期的に巡視するなど、各国の関連法規や各事業所
の実情に合わせて、従業員の健康維持、向上に取り組んで
います。
　特に、近年社会的関心が高まっている心の健康管理につ
いては、2016年度よりストレスチェックを導入しています。
また、健康管理室などで産業医や産業カウンセラーに相談
できる体制を整備するとともに、各工場の保健師を集め、3
カ月に1回定期的なミーティングを実施しています。

　今後は引き続き、ワークライフバランスの向上や健康管理
の強化など従業員がやりがいを持ち、さらに生き生きと仕事
に取り組む環境を整備するための施策を実施していきます。
　また、将来にわたるグローバルな会社の成長を可能とす
るため、世界に通用する人材の育成とノウハウの継承、多様
性を生かせる環境整備などの人事施策の実施に継続して力
を入れて取り組んでいきます。

▶ 労働災害発生件数の推移（グループ）
（単位：件）

100

■ミネベアミツミグループ　■ミツミ電機
※ 2013～2016年度は、経営統合前のミネベアグループとミツミ電機での

集計結果です。
※ミツミ電機は国内事業所のみ。
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今後の課題・目標

赴任となる従業員に行う赴任前研修や、各階層別研修の中
でハラスメント防止に関する教育を実施しています。さら
に、内部通報制度ならびに相談窓口を設けることで、人権侵
害防止に取り組んでいます。
　また、最大の拠点であるタイでは、労働方針において強制
労働、児童労働などの人権侵害を禁止するとともに、罰則を
設けています。また、タイの労働保護基準であるTLS 8001-
2010の認証を取得しています。

労使関係
　ミネベアミツミグループでは、「ミネベアミツミグループ
行動規範」に示すように、結社の自由を認め、労働環境や労
働条件といった課題について、定期的に労使懇談会を行う
など労働組合や従業員代表などと積極的にコミュニケー
ションを図り、良好な労使関係を築いています。

多様な働き方の推進
　ミネベアミツミグループは従業員のワークライフバラン
スへの配慮が、従業員のやりがいや充実感につながる、重要
な課題であると考えています。そのため、出産・育児、介護な
どのさまざまなライフイベントに柔軟に対応できる制度を
設けています。
　2017年度には、育児短時間勤務の制度を見直し、子ども
が小学校3年修了まで利用できるように変更しました。今後
も、従業員が働き方を柔軟に選択できるよう、制度の充実に
努めます。

　ミネベアミツミグループでは、製品・サービスの質、生産
の一貫性、および従業員のモラル向上は、安全で衛生的な
職場環境において実現すると考えています。

働きやすい職場環境への取り組み

▶ 主な福利厚生制度と利用者数（国内グループ） （2017年度）

制度名 内容 延べ
利用者数

育児休業制度 育児休業および育児短時間
勤務の制度 114名

配偶者出産休暇制度 配偶者の出産時に取得可能
な休暇制度（延べ2日まで） 49名

介護休業制度 介護休業および介護短時間
勤務の制度 5名

入社30年以上永年勤続者
の旅行招待制度

勤続30年の従業員と家族へ
の旅行券贈呈 136名

安全衛生管理

従業員とのかかわり
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する研修を実施しました。2017年度は、ミツミ電機を含め
565名の関係者が受講しました。

　ミネベアミツミグループでは、化学物質に関する各国の法
令・規則への対応、お客様の満足や環境負荷物質の削減を目
的として、製品含有化学物質に関する要領および基準書を作
成・改訂し、お取引先様に対して有害物質を含まない製品（原
材料、部品、部材および包装、梱包材料）の提供と、証明書や
分析結果報告書などの資料の提出をお願いしています。
　2017年度は、ミツミ電機との経営統合に伴い、製品含有
化学物質の管理基準をミネベアミツミグループグリーン調
達管理要領とその附属書へ一本化しました。施行に際し皆
様に変更をお知らせし協力をお願いしています。

　2012年8月に米国証券取引委員会にて採択された「金融
規制改革法」の開示規則を受け、同法律にて規定されたコン
ゴ民主共和国および隣接諸国で産出された「紛争鉱物」に対
するミネベアミツミグループの考えをまとめ、2012年10月

「ミネベアミツミグループ紛争鉱物対応ポリシー※」を制定し
ました。さらに、「ミネベアミツミグループCSR調達ガイドラ
イン」についても「紛争鉱物対応」について追加し、お取引先
様に対して対応を要請しています。
　また、お客様からの調査依頼については、引き続き調査用
データベースを用いた回答を実施しています。

　サプライチェーンを通じたCSRの推進に向けて、グローバ
ルなCSR調達の枠組み構築を進めています。
　2018年度はミツミ電機の国内の主要お取引先様に「ミネ
ベアミツミグループCSR調達推進自己チェックシート」を配
布・回収し、現状を確認していきます。

グリーン調達

「紛争鉱物」への対応

※ 2017年度の経営統合に伴い、名前に「ミネベアミツミグループ」を記載して改定し
ています。

今後の課題・目標

　ミネベアミツミグループの事業は多くのお取引先様との
関係に支えられています。当社グループでは「資材調達基本
方針」を定め、これに基づき健全なパートナーシップを築い
ています。また、サプライチェーンを通じたCSRを推進する
ため、お取引先様には「ミネベアミツミグループCSR調達ガ
イドライン※」を配布し、理解と協力をお願いしています。

　ミネベアミツミグループでは、グローバルに事業を展開
する上で、サプライチェーン全体でのCSRの推進が重要と
考え、2012年3月に、「ミネベアミツミグループ行動規範」を
基にした「ミネベアミツミグループCSR調達ガイドライン」を
策定し、CSR調達の枠組み構築に取り組んでいます。
　2017年度は、ミネベアとミツミ電機の経営統合に伴い、
CSR調達ガイドラインを統一しました。統一したCSR調達ガ
イドラインを、ミツミ電機の国内外のお取引先様1,337社へ
配布し、ミネベアミツミの考えるCSRのご理解と取り組みを
依頼しています。

　ミネベアミツミグループでは、新規に取引を始める際に、
お取引先様に対して当社グループの資材調達への考えに賛
同いただくとともに、資材調達基本方針を遵守するために新
規取引業者の認定基準にのっとった確認を行っています。具
体的には、継続的な取引が可能であること、当社グループの
製品含有化学物質に関する要領および基準などを遵守でき
ること、「ミネベアミツミグループCSR調達ガイドライン」に
賛同できることなどの確認を行い、必要に応じて工場の監
査も実施しています。

　ミネベアミツミグループでは、お取引先様と対等、公正な
取引関係を築くことを目指し、2017年度、国内の事業所を
対象に下請法に関する自主監査を実施しました。監査により
状況の確認を行うとともに改善に努めています。
　また、下請法の理解推進を目的に各事業所で下請法に関

基本的な考え方

「資材調達基本方針」および「ミネベアミツミグループCSR調達ガイドライ
ン」の詳細は、ミネベアミツミグループウェブサイトをご参照ください。
http://www.minebeamitsumi.com/corp/company/
procurements/index.html

CSR調達

お取引先様の選定

下請法への対応

お取引先様とのかかわり
社会性報告

ミツミ電機での下請法研修の様子
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地域社会・国際社会とのかかわり
社会性報告

　2017年10月には、従業員との協働で無料の歯科や眼科
の検診、診療を行い、さらに医薬品も提供しました。当日は
病院に通いづらい山地の皆様が263名来場しています。

タイでの取り組み
生計向上への支援
　NMBミネベアタイは、近隣のコミュニティセンターと協
働で、地域住民の生計向上支援を行っています。2017年度
は、家庭でできる生計向上の一つとして、造花などの工芸品
の制作と販売についての講習会を2日間にわたり行い、多く
の地域住民に参加いただきました。

震災復興支援
　東日本大震災に対する育英基金として、「公益信託ミネベ
アミツミ東日本大震災孤児育英基金」を設立し、小学生から
中学生までの孤児に対して、毎年10万円、中学卒業時に30
万円、返済義務のない育成支援金を支給しています。毎年
3月には、支援している中学3年生の子どもたちを東京に招
いて、従業員サポーターとともに卒業のお祝いを行ってい
ます。

地域社会への貢献

　ミネベアミツミグループはグローバルに事業を展開する
企業として、地域社会との十分なコミュニケーションにより、
健全なパートナーシップを構築していくことが重要であると
考えています。地域に根差した企業であるために、「五つの
心得」を基本に、地域のニーズに合った社会貢献活動を実施
しています。

欧州での取り組み
地域の医療施設への寄付
　イギリスのリンカーン工場は、2017年6月に寄付を目的
とした「Itʼs A Knockout」というイベントに参加しました。
　これは障害物競走で、従業員のチームが出場し12チー
ム中1位をいただいています。集まった寄付金は、終末ケア
を行う福祉医療施設に寄付されました。

中国での取り組み
地域発展に向けた支援活動
　中国の各工場では、近隣地域の福祉施設のお年寄りや貧
困家庭の子どもたちに支援物資の寄贈や寄付をしていま
す。さらに従業員が出向いてお年寄りや子どもたちを含む
地域の方々と親交を深めています。
　また、台風・洪水や地震などの自然災害を受けた地域に対
して、復興を早めるために従業員から寄付を募ったり、ある
いは従業員が清掃活動をするなど、中国の地域発展のため
にさまざまな支援活動を行っています。

フィリピンでの取り組み
地域での医療支援
　フィリピンのセブミツミ工場では、さまざまな地域で医療
支援活動を行っています。

基本的な考え方

国際社会への貢献

台風後の清掃活動の様子

コミュニティの皆様とミネベアミツミメンバー

　この活動のおかげで多くの地域住
民の生計は改善しており、非常に感謝
しています。家事の空き時間を活用し
て造花を作り家計の足しにできるの
で、好評です。ミネベアミツミにはさ
らなる発展のため、これからもご協力
いただきたいと思います。

Baannongtam Community 
Center Leader

Mrs. Bang-On

ミネベアミツミの支援を受けて
VOICE
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小学校からの職場訪問受け入れ
　藤沢工場では、近隣の藤沢市立新林小学校3年生9名の
工場見学を受け入れました。
　「学区探検」という授業への協力です。子どもたちが学区
内の会社や公共施設を調べ、そこを自分たちで訪問して働
いている人から話を聞き、地域への理解を深めることが目
的です。
　子どもたちが初めて見るものもたくさんあり熱心に見学
をして、小学生らしい質問もたくさん受けました。

地域の方々との定期懇談会
　軽井沢工場と米子工場では、地域の方との対話を継続す
るため、定期的に懇談会を実施しています。
　軽井沢工場では、年2回、地域の方と話し合いの機会を
持っています。2017年は5、11月にそれぞれ第9、10回懇
談会を開催しました。懇談会では、防災計画および災害対応
訓練、地産地消関係、新製品への期待等、幅広い内容につい
て意見を交わしました。

　今後も国内外の地域貢献活動に積極的にかかわり、地域
社会との信頼関係を深め、共に継続的に発展していける企
業を目指していきます。

今後の課題・目標

相模川の美化活動
　ミツミ電機厚木事業所は近隣地域の環境美化活動に協力
しています。
　相模川の美しい環境を守ろうという「県央相模川サミット六
市町村合同クリーンキャンペーン」に毎年参加しています。
2017年5月に行われたキャンペーンには31名の従業員が参
加しました。朝7時30分
という早い時間から空き
缶やペットボトル、ガラス
などのごみを拾い集めま
した。清掃後は、相模川
にアユの稚魚5,000匹を
放流しました。

認定NPO法人あさまハイランドスポーツクラブへの支援
　軽井沢工場では、アマチュアスポーツ振興として、認定
NPO法人あさまハイランドスポーツクラブへの寄付を通じ
て、カーリングを支援しています。寄付金は大会の開催や、
ジュニアチーム、車いすチームの支援に利用されています。
　またアジアパシフィッ
クカーリングツアーのこ
の会場での試合を、ミネ
ベアミツミカップとして
毎年後援しています。

清掃活動の様子

児童へ説明する従業員の様子

軽井沢工場での懇談会の様子

カーリング大会（ミネベアミツミカップ）の様子

　企業だからこそできる、この大きな
取り組みを実践していることにとても
感銘を受け、自分も一人の社員として
貢献したい気持ちになりました。そし
て、2018年3月23日、24日に行われ
た子どもたちの卒業懇親会に従業員
サポーターとして参加させていただ
きました。
　つらい経験を思い出させてしまわ
ないよう気を付けていましたが、子ど

もたちが出会った友達同士で楽しく過ごし、サポーターにも笑顔を
見せてくれたことで安心しました。
　子どもたちは、やってみたい部活動や、将来のため勉強に励んで
いることなどをお話ししてくれて、これからの高校生活を楽しみにし
ている姿が何よりもうれしかったです。今後も、未来を担う子どもた
ちを支えていくような社会貢献を続けていきます。

ミツミ電機株式会社 総務部

三浦 里絵

従業員サポーターとして参加して
VOICE
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　ミネベアミツミのIRウェブサイトが、大和インベスター・リ
レーションズ株式会社発表の「2017年インターネットIR・優
良賞」と、日興アイ・アール株式会社発表の「2017年度全上
場企業ホームページ充実度ランキング」にて総合ランキン
グ最優秀サイト、業種別ランキング優秀サイトを受賞しまし
た。また、モーニングスター株式会社ゴメス・コンサルティン
グ事業部の「Gomez IRサイト総合ランキング2017」銀賞
を受賞しました。今回の受賞で、この3社の賞については10
年連続の受賞となります。

　今後もIR活動の充実により、株主の皆様とのコミュニケー
ションの場を広げ、より多くの株主、投資家の皆様にミネベ
アミツミへの理解を深めていただけるよう取り組んでいき
ます。
　また、近年のESGに関する関心の高まりを受け、2018年
に統合報告書を発行し非財務情報を含めたコミュニケー
ションをより充実させていきます。

▶ 株主構成（2018年3月末時点）

株主構成株主構成

金融機関
40.6％

証券会社
1.7％外国人

39.4％

国内法人
7.4％

個人・政府・その他
10.9％

IRウェブサイト

今後の課題・目標

　ミネベアミツミは、法律・法令に沿って適時、適切な情報開
示を行うとともに、ディスクロージャーポリシーを定め、積極
的な情報開示に努めています。

株主総会の実施など
　ミネベアミツミは、定時株主総会を毎年6月に開催してい
ます。また、年2回報告書を株主の皆様へ送付することによ
り、当社の経営状況や方針などについての理解を深めてい
ただけるよう努めています。

機関投資家とのコミュニケーション
　機関投資家、証券アナリストの方を対象とした決算説明
会・決算説明電話会議を開催しています。説明資料について
は、ウェブサイト上でも同時に、またはできるだけ早く和英
で公開しています。
　海外でも、米州、欧州、アジア地区でそれぞれ年1回1週間
程度、投資家訪問を行っています。
　また、証券会社主催の投資家向けセミナーに参加したり、
個別面談を多数行うなどの活動を積極的に行い、財務・非財
務どちらの情報も発信しています。

　ミネベアミツミは、2009年度の現社長執行役員就任時よ
り、「一株当たり利益の最大化を図り、企業価値の向上を目
指す」、そして「ミネベアミツミ100周年のための基礎固めを
行う」という2つの目標を掲げて取り組んできました。
　2018年3月期は、売上高と営業利益、経常利益、純利益
すべてが過去最高となりました。これは2017年1月に経営
統合したミツミ事業が収益に大きく貢献したことに加え、
ボールベアリング、モーター、LEDバックライトなどの主力
製品が堅調に推移したことによるものです。これを受け、通
期合計で26円の配当を実施しました。
　また、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂
行を可能とするため自己株式の取得を行っています。これま
でに、2008年11月、2010年2月および2011年5月から6
月にかけてと、2017年2月から9月にかけて実施しました。

適時開示／ディスクロージャーポリシー

株主の皆様とのコミュニケーション

株主の皆様への還元

株主の皆様とのかかわり
社会性報告

2017

優良賞

2017

Internet IR

優良賞

2017

Internet IR
優良賞

2017

Internet IR

Commendation
Award
2017

Internet IR

Commendation
Award
2017

Internet IR
Commendation

Award
2017

Internet IR
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　また、2015年9月にISO14001の規格改訂が行われたこ
とを受け、各工場、事業所は2015年版での認証への移行を
2018年9月までに完了する予定です。

基本的な考え方と2017年度の取り組み（日本）
　ミネベアミツミグループでは、一人ひとりの環境意識を
高めるため、新入社員や中途採用者、研修生、帰国者などに
対して環境マネジメント基礎教育を実施しています。
　また、すべての従業員を対象にして、「ミネベアミツミグ
ループ環境方針」や各事業所の環境目標、実施計画などの
環境マネジメント教育や廃棄物の分別教育、緊急事態への
対応訓練などを実施しました。

　ミネベアミツミグループは、環境保全対策へのコストを
認識するため、環境省が発行する「環境会計ガイドライン
2005年版」を参考に、環境会計の集計を行っています。当
社グループの2017年度の環境保全コストの総額は5,694
百万円で、2016年度と比較してほぼ同額でした。

環境教育

ミネベアミツミの環境会計

▶ 2013年度～2017年度の環境保全コストの推移

2013 2014 2015 2016

（単位：億円）

■ 費用額　■ 投資額

60

（年度）
0

45

30

15

2017

41 44

48

8 8
14

48

9

44

13

　ミネベアミツミグループは、「ミネベアミツミグループ環
境方針」の下、環境マネジメントシステムを構築し、グルー
プ全社にて地球環境保護および人類の持続的な発展に貢
献するよう努めています。
　その具体的な取り組みとして、エネルギー効率の高い設
備、プロセスを採用し、グループ全体のCO2排出量を基準
年2015年度から2020年度までに生産高原単位で15％削
減する計画です。
　2017年度は、基準年2015年度に対して生産高原単位
で6％のCO2排出量削減を目指しましたが、残念ながら1％
の削減に留まりました。経営統合によりCO2排出量が増加
したことに加え、為替が生産高に与えた影響の大きさが排
出量削減の取り組み効果を上回ったためです。
　また、原材料、水などの資源を有効に活用するため、工場
からの廃棄物、排水が最小限となるよう、取り組みを強化し
ています。同時に、高効率モーター、高効率照明、高効率エ
ネルギー変換デバイス、およびビル、工場、都市住環境のス
マート化に欠かすことのできない通信制御技術やセン
サー、新素材の開発などにも積極的に取り組み、製品を通じ
た環境への貢献を進めています。

環境マネジメント体制
　ミネベアミツミグループでは、「ミネベアミツミグループ
環境方針」を実践するために、取締役会、社長執行役員を
トップとした環境マネジメント体制を構築しています。全体
の推進組織として、役員を中心とした環境マネジメント委員
会と実務者によるグループ環境対策委員会を設置し、環境
政策について迅速に対応できる体制としています。また、各
事業所に事業所環境管理総括責任者と環境管理責任者を
配し、工場、事業所ごとに具体的な環境保全活動を推進して
います。

ISO14001認証
　ミネベアミツミグループでは、世界中の主要拠点におい
てISO14001の認証取得を推進しています。新設工場や新
たに当社グループに加わった工場なども、認証取得計画に
基づき環境マネジメント活動を開始します。2017年1月に
グループに加わったミツミ電機も国内、海外のすべての工
場でISO14001認証を取得済みです。

基本的な考え方

環境マネジメントシステム

ISO14001の実地審査（カンボジア工場）

環境マネジメント
環境報告
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環境マネジメント

▶ インプット・アウトプット（2017年度実績）

インプット 製品の開発・製造

製
品
の
開
発・製
造

アウトプット

原材料・部品

鋼材 101,350㌧
樹脂 18,500㌧

再生利用 83,198㌧
最終埋立 1,579㌧

COD 156㌧
BOD 75㌧
SS 42㌧
n-ヘキサン抽出物 3㌧
※公共下水道への排出分は含んでいません。

PRTR届出物質排出量 13.54㌧
PRTR届出物質移動量 3.77㌧

CO2排出量 201,289㌧

CO2※2 　771,594㌧（34,318㌧）
NOx※3 2,208㌧（36㌧）
SOx※4 2,624㌧（2㌧）
ばいじん※5 179㌧（3㌧）

（注） NOx、SOx、ばいじんは電力由来分を含
みます。（　）内は直接排出分です。

エネルギー

総エネルギー 14,156TJ
電力 1,363,568MWh
LPG 375㌧
天然ガス 7,169,404m3

油（軽油、ガソリン等） 8,377,000ℓ
バイオガス 63GJ
太陽光 3,975kWh

水資源

水道水 3,379,814m3

工業用水 119,059m3

地下水 3,071,396m3

雨水 523,551m3

湧水 19,137m3

河川水 574,412m3

化学物質

PRTR届出物質取扱量※1 34.81㌧
工業油 6,900,000ℓ
溶剤・洗浄剤 3,100,000ℓ

製品輸送

化学物質

大気放出

排水

社内で再生利用 792,986m3

社外に排出 3,489,344m3

廃棄物等

社内で再生利用 4,461㌧
社外に排出 87,663㌧

※1 PRTR物質 ： PRTR法（化学物質排出把握管理促進法／日本国内法）により排出量・移動量を把握し、届け出ることを定められた化学物質。記載した数値は行政に届出した量。
※2 CO2 ： 二酸化炭素
※3 NOx ： 窒素酸化物
※4 SOx ： 硫黄酸化物
※5 ばいじん ： 燃焼、加熱および化学反応などにより発生する排出ガス中に含まれる粒子状物質

　ミネベアミツミグループは、世界17カ国に製造拠点を有
し、主力のベアリングをはじめとする機械加工品、電子機
器、回転機器など、多様な製品を生産、販売しています。環
境負荷を売上高の生産地域別比率から見た場合、当社グ
ループは日本を除くアジア地域で約8割を消費、あるいは
排出しています。
　2017年度は、総エネルギー量が約5％、工業油は約1％
増加しましたが、溶剤・洗浄剤は約22％減少しました。
　2017年度の当社グループの環境負荷は以下のとおり
です。

ミネベアミツミの環境負荷
基本的な考え方
　ミネベアミツミグループは、「ミネベアミツミグループ環
境方針」の「国際社会への貢献」において、当社グループの
事業活動が自然界の生態系や生物多様性に影響を与える
可能性を認識し、自然界の保護に努めることを表明してい
ます。

生物多様性保全への取り組み
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工場の省エネルギー対策
　ミネベアミツミの国内、海外工場では、省エネルギー性能
に優れる高効率の空調用ターボ冷凍機やインバータ式空
気圧縮機、LED照明などを積極的に導入しています。また、
工場の屋根・外壁への遮熱塗料の塗布、排熱回収とCO2セ
ンサーによる外気取得制御などの対策も講じて、総合的に
工場の省エネルギー性を高めています。

物流のCO2排出量
　ミネベアミツミグループは自社の直接のCO2排出であ
るスコープ1（ガス、石油）、スコープ2（電気、蒸気、熱）の
CO2排出量に加え、スコープ3（その他）となる物流（製品輸
送）のCO2排出量の把握に取り組んでいます。
　2017年度の当社グループの製品輸送によるCO2排出
量は201,289トンで、2016年度と比較して16％増加しま
した。製品出荷の増加に伴う輸送量の増加や、遠方のお客
様への空輸の増加が主な原因になります。

　ミネベアミツミグループでは、今後も引き続き地球温暖
化防止に向けて取り組みを進めていきます。
　2020年、2030年といった将来の長期的な展望として
は、IPCC（気候変動に関する政府間パネル）や各国の政策
などを注視し、対策を進めていきます。

物流部門の取り組み

▶ 物流のCO2排出量
（単位：トン）
200,000

（年度）
0

150,000

100,000

50,000

173,466

71,148
87,789

146,593
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201,289 
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今後の課題・目標

　ミネベアミツミグループは、世界規模での課題となって
いる地球温暖化問題と、その影響によるエネルギー価格の
上昇や異常気象の発生などが、事業活動の継続にも大きな
影響を与えると考えています。
　当社グループでは、地球温暖化防止に取り組むため、各
事業所で積極的に省エネルギー対策を進めています。

　2017年度のミネベアミツミグループ全体のCO2排出量
は771,594トンで、2016年度と比較して5％増加しました。
一方、生産高原単位によりCO2排出量をとらえた場合は、
0.88トン/百万円で、2016年度より8％減少しました。

純水 原水熱交換器増設に伴う原水ポンプの電力
削減（千歳事業所）
　千歳事業所では半導体生産用水として、地下水を利用し
ています。地下水（井戸水）から生産工程用の純水を製造し
ていますが、井戸水の温度は年間を通して低いため、加温
する必要があります。2017年度、遊休となっていた熱交換
器を再利用することで、年間95万円の電力削減効果があり
ました。
　また、今回の事例以外にも、以前から井戸水熱交換を
行っており、加温のための天然ガスの使用量削減に大きく
貢献しています。

基本的な考え方

2017年度の取り組み結果

▶ CO2排出量推移（総量＆原単位）
（単位：トン） （単位：トン／百万円）
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事業所における取り組み 

地球温暖化防止の取り組み
環境報告

中国・西岑工場に導入されたターボ冷凍機
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「廃棄物等」の発生
焼却灰の量

ミネベアミツミ
グループ社内

社外

① 社内で再生利用した
「廃棄物等」の量

単純焼却された
廃棄物の量

直接埋め立てられた
廃棄物の量

③ 社外に排出した後に
再生利用された量

④ 最終処分（埋立）
された量

② 「廃棄物等」として
社外に排出した量

▶ ミネベアミツミから発生する廃棄物等の流れと把握方法

事業所における取り組み
（日本、タイ、マレーシア、中国ほか）
　ミネベアミツミグループでは、製造時の歩留まり向上や
不良品の発生削減に積極的に取り組んでいますが、電気・
電子製品を作る上で、電線や鋼材の端材、製造工程時のリ
ジェクト品の発生は避けられません。
　このような電気・電子廃棄物については、高いリサイクル
技術を持つ処理業者に委託し、可能な限り原材料レベルま
で分解、分別し、資源リサイクルを行っています。
　例えば、電線は銅線をプラスチック樹脂で被覆していま
すが、銅とプラスチック樹脂が一緒のままでは資源リサイク
ルは行えません。そこで、廃棄した電線を銅とプラスチック
樹脂とが分離するまで微細に粉砕、分別し、資源リサイクル
しています。

　2018年度の廃棄物の最終処分量目標は、「生産高原単
位で2015年度比9％削減」として取り組みを進めます。
　また、現在、埋め立て処分されている廃棄物の性状調査
や市場分析などにも取り組み、今後より一層の削減を目指
します。

資源の有効活用の取り組み

今後の目標・課題

　ミネベアミツミグループの製品に欠かせない金属、プラ
スチックなどの原材料や、エネルギー源となる石油、天然ガ
スなどは、その埋蔵量に限りがあります。また、電子機器製
品に不可欠なレアアース（希土類元素）は、産出国が限られ
るため、輸出制限などを受けやすくなっています。
　当社グループでは、事業活動の継続のためには資源の有
効活用が重要であると考え取り組んでいます。

　2017年度にミネベアミツミグループ全体で使用された
主な原材料は、鋼材：約101,350トン、樹脂：約18,500トン
で、合計量は2016年度と比較して約7％増加しました。
　一方、当社グループから社外に排出された後、最終処分

（埋立）された廃棄物量は1,579トンでした。2016年度から
比較した場合、2017年度は554トン削減しました。
　また、当社グループではタイや中国の量産工場において、
工場内で発生した排水を可能な限りリサイクルし、工場外に
排出しない「工場排水ゼロシステム」を運用しています。
　2017年度の当社グループにおける工場排水量は
3,489,344m3で2016年度と比較して64,344m3の増加
となりました。

基本的な考え方

2017年度の取り組み結果

▶ 廃棄物等処理実績（2017年度実績）

■日本 ■タイ ■中国 ■シンガポール ■マレーシア ■カンボジア
■イギリス■フィリピン ■ドイツ ■アメリカ ■スロバキア ■チェコ ■メキシコ

① 社内で再生利用
した量

② 「廃棄物等」として
 社外に排出した量
③ ②の中から再生
利用された量

 

④ 最終処分（埋立）
された量

 

0 25,000 50,000 100,00075,000

（単位：トン）
4,461

83,198

1,579

87,663

裁断された電線 電線から回収された銅片

資源の有効活用の取り組み
環境報告
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　2017年度は、タイ、中国、マレーシア、カンボジアの各工
場で合同の環境パトロールを実施しました。
　一部の廃棄物置き場において若干の管理不足が確認さ
れましたが、パトロール後、即日改善されました。

廃棄物処理場の視察（日本、タイ、中国ほか）
　各工場、事業所から排出される廃棄物には、それぞれの
工場、事業所内でリユース、リサイクルが難しいものがあり
ます。こうした廃棄物は廃棄物処理業者に委託し、処分し
ています。
　ミネベアミツミグループでは、信頼できる処理業者を選
定し、処分を委託するとともに、定期的に処分場に赴き、そ
の処理、管理状態などの視察もしています。廃棄物の処理
工程において、土壌、水質、大気などへの環境汚染を引き
起こさないよう、今後も処理業者と協力し、取り組んでいき
ます。
　タイ工場では、2017年8月に汚泥などの埋め立て処分を
行うGENCO社のRatchanburi工場を視察しました。

　ミネベアミツミグループは、引き続き国内外の環境法令
を遵守した事業活動を行うとともに、過去に発生させた環
境汚染について、対策を進めていきます。
　2018年7月20日にプレス発表した通り、当社は岩手県
にある旧一関工場の土壌浄化対策を2011年中に完了して
いましたが、この度建屋解体に備えてあらためて調査を
行ったところ、敷地内の一部に環境汚染物質が残っている
ことが判明しました。当社は、この問題につき、直ちに対策
工事を実施することを決定しました。

今後の目標・課題

　工場からの排気・排水による万一の水質汚濁、大気汚染
や土壌汚染などは、周辺の地域社会にとって脅威になりま
す。ミネベアミツミグループでは、地域との共存が事業活動
において不可欠であるとの考えから、環境負荷物質の削減
に取り組んでいます。

　ミネベアミツミグループでは、各国、各地域の環境法令
を遵守するために、工場排水などにおいては、国や周辺地
域の法令基準より厳しい自主基準値を設定し、日々の監視
を行っています。2017年度は当社グループのすべての工
場で、漏洩や異臭、騒音、振動など周辺地域に迷惑をかけぬ
よう、日常の監視や環境パトロールを一層強化しました。

工場排水の浄化
　ミネベアミツミグループでは、排水を河川に放流する際、
工場保有の排水処理設備で基準値内まで浄化しています。
また、各国および所在地域の法令に従って、排水中のpH※

1、COD※2、BOD※3、SS※4、ノルマルヘキサン抽出物質※5な
どを定期的に測定し、自主的に工場排水の監視を行ってい
ます。

海外工場の環境パトロールの実施
（タイ、中国、マレーシア、カンボジア）
　ミネベアミツミグループでは、日本のグループ環境管理
部メンバーが定期的に海外工場を訪問し、現地の環境管理
メンバーと合同で環境パトロールを実施しています。

基本的な考え方

2017年度の取り組み結果

事業所における取り組み

※1 pH（ピーエッチ）：酸性かアルカリ性かを示す尺度。pH7が中性。7より小さい
ほど酸性が強く、7より大きいほどアルカリ性が強い。

※2 COD（化学的酸素要求量）：水中の有機物（汚れ）を酸化剤によって酸化するの
に消費される酸素量。BOD測定と比べ短時間に測定できるが、信頼性は劣
る。CODは一般的に海、湖沼への排水管理に用いられる。

※3 BOD（生物化学的酸素要求量）：水中の有機物（汚れ）を微生物が分解するとき
に必要とする酸素量。BODが大きいほど水質は悪い。
測定に数日を要する。BODは一般的に河川への排出水監視に用いられる。 

※4 SS（懸濁物質量）：水中に浮遊している物質の量。数値が大きいほど水質汚濁
が著しい。

※5 ノルマルヘキサン抽出物質：水に含まれる発揮しにくい油や洗剤などを、ノル
マルヘキサンという薬品で抽出した物質。当報告書では鉱油量を表す。

タイ・ロッブリ工場の危険物倉庫

環境負荷物質削減の取り組み
環境報告

36MinebeaMitsumi Group CSR Report 2018

ト
ッ
プ
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

H
O
T   

T
O
P
I
C
S

社
会
の
中
の

ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
製
品

特 

集 

１

特
集 

２

特 

集 

３

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
報
告

社
会
性
報
告

環
境
報
告



パワーブラシレスモーター
　パワーブラシレスモーターは、複合機、プリンターなどの
OA機器や家電製品などの各機構駆動に用いられるモー
ターです。OA機器用途ではカスタムICを用いた高い制御性
で、高効率、低消費電力を実現しています。家電用途ではマ
イコン搭載モデルも開発し、高機能化や低騒音アルゴリズム
を用いた静音化で家電製品の性能向上に貢献しています。
特に従来ACモーターが使用されていた扇風機などの製品
においては、当社のDCモーター化によって、高速時では
50%、低速時では90%の消費電力低減を実現させました。

液晶ディスプレイ用LEDバックライトユニット
　ミネベアミツミグループは、スマートフォンやタブレット
端末の液晶ディスプレイを背面から照らすLED（発光ダイ
オード）バックライトユニットを開発、生産、販売しています。
　LEDバックライトユニットでは、装置の端部に配置したLED
の光を画面全体に均一に行き渡らせる導光板が重要部品で
す。当社は、独自の設計開発と自社製の精密金型を使用した
高度なプラスチック射出成形加工技術をベースに、導光板の
厚さを0.3ミリ以下にすることに成功しました。これにより、装
置全体の薄型化に貢献するだけでなく、従来製品に比べて
消費電力を少なくし、軽量化と小型化を実現しました。

　ミネベアミツミグループは、今後も引き続き社会のニー
ズを反映し、持続可能な社会に貢献する製品の開発に取り
組んでいきます。

今後の目標・課題

　ミネベアミツミグループは、「信頼性が高く、エネルギー
消費の少ない製品を安定的に供給し、広く普及させる」こと
を通して、地球環境および人類の持続可能な発展に貢献し
ていくことをCSR基本方針に掲げています。
　当社グループの製品は、さまざまな最終製品に組み込ま
れるもの(部品)だからこそ、有害な環境負荷物質を含まな
い安全なものであることや、省エネルギー、省資源、長寿命
といった、ライフサイクル全体で環境に貢献する配慮が重
要であると考えます。

　世界で使用される電力の約40%はモーターが、約25%
は照明が占めています。ミネベアミツミグループでは、こう
した製品の高性能化、高効率化がエネルギー使用量削減に
与えるインパクトは大きいと考え、性能、品質の向上に努め
ています。
　また、当社グループが生産、販売する製品は、開発・設計
段階から各国の環境法令やお客様の環境要求事項に従う
だけでなく、自主的にも製品含有化学物質調査や製品アセ
スメントなどを行っています。

高精度・高品質ベアリング
　ベアリングは物を容易に動かし、滑らかに回転させ、性能
を上げ、省力化し、組み込まれた製品を小型、長寿命化させ
るなど、わたしたち人類にとって欠かすことのできない基盤
製品です。
　ミネベアミツミグループは、外径22mm以下のミニチュア・
小径ボールベアリングや航空機用ロッドエンド&スフェリカル
ベアリング、ローラーベアリングという大小対極にあるベアリ
ングの市場において世界のトップシェアを誇っています。
　これら高精度・高品質のベアリングは、家電製品、情報通
信機器、自動車、航空機など、わたしたちの生活に欠かせな
い身の回りの多くの製品に搭載され、それら製品の高精度
化、省エネルギー化、省資源化、長寿命化など、あらゆる環
境面に貢献しています。

基本的な考え方

ミネベアミツミグループの環境貢献型製品

ボールベアリング

液晶ディスプレイ用LEDバックライトユニット

製品における環境への取り組み
環境報告
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ミネベアミツミグループＣＳＲレポートを拝読して
第三者意見

第三者意見をいただいて

　ミネベアミツミグループCSRレポート2018は、グループ
CSRマネジメントが経営統合を経て着実に強化されている
様子を多面的に紹介しています。経営統合やグローバル展
開の一層の進展を通じてカバレッジが拡大する中、社是「五
つの心得」を基盤に構築されたCSRの考え方を、グループ
全体に同時並行的に浸透させるという難しい課題に対する
貴社の取り組み姿勢が分かりやすく伝わってきます。その
エッセンスは、経営資源として「人」を重視する一貫した姿勢
と、地域や事業所の特性への深い理解と配慮にあるように
思われます。新たにグループに加わった国内事業所を舞台
に地域のステークホルダーとのコミュニケーションを図る
特集１や、海外拠点でのCSR実践の様子を伝える特集２と３
は、これを具体的に示す好例です。特に海外従業員の皆さ
んへのCSR理念の浸透ぶりが印象的です。既に円熟の域に
達した感のあるタイの事例はもちろん、ダイナミックに成長
しているカンボジア工場の事例からも、地域社会への深い
コミットメントが人づくりを経て競争力につながっていくス
トーリーが伝わってきます。グローバル企業ならではの価
値創造ストーリーとして秀逸です。
　今号を拝見して気付いた、もう一つのポイントが、社会
ニーズへの対応と企業としての成長戦略の接続が強調さ

　竹ケ原様には本年度も大変貴重なご意見をいただき、
誠にありがとうございます。
　ミネベアミツミグループCSRレポート2018では、特集
記事で国内と海外の活動を紹介しました。経営統合によ
り当社グループに加わったミツミ電機千歳事業所の地域
とのコミュニケーション、およびタイ・カンボジアの現地
に根付いた取り組みです。特に海外におけるCSR実践と

れた点です。巻頭のトップコミットメントにおいて、2017年
度の過去最高収益が社会ニーズへの的確な対応によるも
のとの認識が示されたほか、環境マネジメントにおいて、製
品を通じた環境への取り組みの記述が深耕されました。昨
年までの環境配慮製品に代わり、今回から環境貢献型製品
という用語が用いられています。世界の電力消費の約40％
がモーター、25％程度が照明により占められている現状に
鑑みれば、貴社製品を通じてもたらされるインパクトは非常
に大きく、貢献を前面に打ち出すことのメッセージ性は高い
でしょう。昨年の本欄において、社会課題の解決と成長戦略
を結びつけるシナリオの強調をお願いした者としても、大変
うれしく思います。
　繰り返しになりますが、貴社CSRレポートは人的資本や関
係資本等に焦点を当てて価値創造の仕組みを丁寧に開示
するという点において、他に類をみない特長を備えていま
す。今後は、このレポートのユニークさをより多くのステー
クホルダーに理解してもらうべく、投資家向けに提供されて
いる情報との接続を強化するよう期待したいと思います。
例えば、投資家向けに提示されている、「コア事業とニッチ
な技術・製品を『相合』してシナジーを創出し、持続的な成
長につなげていく」というメッセージを、本レポートの冒頭
部分で再掲し、その上で、このレポートが、こうした成長シナ
リオを支える投入資本についてより深い情報を提供するも
のである、という形で位置付けを明確にする方法も一考に
値するものと考えます。

竹ケ原 啓介氏
一橋大学法学部卒業後、日本開発銀行（現株式会社日本政策投資銀行）に入
行。調査部や政策企画部、フランクフルト首席駐在員、環境・CSR部長等を経
て、現職。その他、環境省「持続可能性を巡る課題を考慮した投資に関する検
討会」委員、「環境成長エンジン研究会」委員、内閣官房「環境モデル都市ワー
キンググループ」委員、NEDO技術委員などを務める。

従業員へのCSR理念の浸透をご評価いただけたことに、
感謝申し上げます。
　一方、社会課題の解決につながる製品の例として新型
LED照明器具「SALIOT」をHOT TOPICSで取り上げま
した。社会課題の解決と成長戦略の結びつきを高くご評
価いただき、大変うれしく思います。環境貢献型製品を
含め、製品を通した社会課題の解決への取り組みを引き
続き推進してまいります。
　ご指摘いただいた投資家向けに提示されている情報
と社会ニーズへの対応との接続をさらに強化すること
が、課題と考えています。
　今後も当社のCSR活動をすべてのステークホルダー
の皆様にご理解いただけるように、わかりやすいレポー
トの発行に取り組んでまいります。

株式会社日本政策投資銀行
執行役員
産業調査本部副本部長

竹ケ原 啓介氏

常務執行役員
人事総務部門担当

松田 達夫
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東京本部
〒108-8330　東京都港区三田3-9-6
TEL :03-6758-6711（代表）　FAX:03-6758-6700
http://www.minebeamitsumi.com

ミネベアミツミグループは、林野庁が推進する「木づかい
運動」を応援しています。
この冊子の制作には、国産木材が製紙原料として活用され
ています。国産材を積極的に活用することで、日本の森林が
整備され、CO2の吸収量拡大に貢献します。 ミ
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